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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化財保護思想の

涵養と普及などを主な目的として昭和49年に設立されて以来，数多くの遺跡の発

掘調査を実施し，その成果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第503集として，千葉県君津地域整

備センターの県単道路（幹線）建設事業に伴って実施した木更津市田向遺跡の発掘

調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，古墳時代の竪穴住居跡や井戸が検出されるなど，この地域の歴

史を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の保護に対する

理解を深める資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々を初めとす

る関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦労をおかけした調査補助

員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成17年3月24日

財団法人千葉県文化財センター

理事長 清水新次



凡 例

1 本書は，千葉県君津地域整備センターによる県単道路改良（幹線）中島木更津線建設事業に伴う埋蔵文

化財の発掘調査報告書である。

2 本書は，下記の遺跡を収録したものである。

田向遺跡 千葉県木更津市江川986ほか （遺跡コード206-019(1)(2) (3)) 

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，千葉県君津地域整備センターの委託を受け，財団法人千葉県

文化財センターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載し

5 本書の執箪は，南部調査事務所副所長土屋治雄が担当し''-0 

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課曹千葉県君津地域整備セン

ター，木更津市教育委員会の御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地図は，下記のとおりである。

第1図，第2図 国土地理院発行地形図「木更津」「奈良輪」 1/25,000

第3図 木更津市発行 1/2,500地形図IX-LE22-1 (昭和60年測量•平成 6 年修正）

1/2,500地形図IX-LE21-1 (昭和60年測量•平成 6 年修正）

1/2,500地形図IX-LE22-2 (昭和60年測量•平成 6 年修正）

1/2,500地形図IX-LE21-2 (昭和60年測量•平成 6 年修正）

8 周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。

10 本書で使用した遺構番号の略称は、以下のとおりである。

SI : 竪穴住居跡 SK: 土坑 SD: 溝 P・SH: 柱穴 SE: 井戸

SB: 掘立柱建物跡

11 本書で使用した遺構番号は，基本的に調査時の番号を踏襲した。

12 図面等におけるスクリーントーン及び記号等の用例はそれぞれに明示した。
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SD-108号全景（南西から） SH-138・139・140・141・142・143・144 

図版13 SD-108号遺物出土状況（北東から） 東から）

SD-109, SK-113号全景（東から） SD-150号全景（東から）

SK-112号全景（東から） 図版17 SD-151号全景（東から）

SH-114号全景（西から） SK-153号全景（東から）

SH-115号全景（南西から） SK-154号遺物出土状況（西から）

SH-117, SD-121号全景（北東から） SK-155◆ 159号全景（東から）

図版14 SH-118号全景（東から） SK-158・161号全景

北区北側水田跡③（北西から） SK-160, SD-162号全景

北区畝溝群（南西から） 図版18 SI-005号出土遺物

北区畝溝工具痕 図版19 出土遺物(1)

南区南東畝溝群（北西から） 図版20 出土遺物(2)

SD-122号断面（南西から） 図版21 出土遺物(3)

図版15 SD-123・124・125・126号全景（北東から） 図版22 遺構外出土遺物・出土須恵器

SD-127号全景（南東から） 図版23 出土土製品(1)(2)



第1章はじめに

第 1節 調査に至る経緯と経過

千葉県君津土木事務所（現君津地域整備センター）は，木更津市の中島地区における県単道路改良（幹線）

事業を計画した。

用地内には田向遺跡が所在することから，その取扱いについて，千葉県教育委員会と千葉県君津土木事

務所とで慎重な協議を重ねた結果，現状保存が困難な部分については，やむを得ず発掘調査による記録保

存の措置を講ずることで協議が整い，財団法人千葉県文化財センターが発掘調査を実施することとなった。

田向遺跡の発掘調査は，平成11年，平成12年，平成14年の 3年度にわた り3回実施した。

整理作業は，平成16年度に実施した。発掘調査及び整理作業を行った組織と担当者，期間は以下のとお

りである。

発掘調査

①平成11年度期間 平成11年10月1日から平成11年11月30日

南部調査事務所長 高田博

担当者木更津調査室長小林清隆

②平成12年度期間 平成12年9月1日から平成12年10月12日

南部調査事務所長 高田博

第1図遺跡の位置 (1/25,000)



担当者上席研究員渡邊昭宏

③平成14年度期間 平成14年11月1日から平成14年12月25日

南部調査事務所長 鈴木定明

担当者上席研究員 地引尚幸

整理作業

①平成16年度期間平成16年5月1日から平成16年8月31日

南部調査事務所長高田博

担当者副所長兼主席研究員 土屋治雄

第2節遺跡の位置と周辺の遺跡

1 遺跡周辺の地理的環境（第1図）

田向遺跡は木更津市の北西部，木更津市江川986ほかに所在する。君津市を源流とする二級河川小櫃川

最下流左岸の自然堤防上に立地する。遺跡の所在する木更津市は房総半島の東京湾岸中ほどに位置してお

り，西側は東京湾に面し，北側で袖ケ浦市，南側で君津市，東側で市原市と接している。遺跡は，最寄り

のJR内房線巌根駅からは海側に直線で約1.6km,北側を流れる小櫃川までの距離は1.5km,潮干狩場になっ

ている久津間海岸までの距離は約1.5kmであり，東京湾に向かって開いている小櫃川低地のほぽ中央部に

位置する。標高は lm~2m前後である。

2 遺跡周辺の歴史的環境（第2図）

田向遺跡周辺は次のような遺跡が存在している。分布調査により存在が確認されていた遺跡や新発見の

遺跡が本事業のほか各種の事業に伴って発掘調査され，遺跡の時代や内容の詳細が判明してきた遺跡が多

く，周辺地域の人々の営みがわかってきている。

田向遺跡の東1.3kmには高砂遺跡があり，発掘調査によって弥生・古墳時代の住居跡や方形周溝墓33基
どうくしろ

が検出され銅釧や玉も出土している。東1.1kmにある水深遺跡は弥生後期の集落遺跡である。東1.9kmにあ

る本郷3丁目遺跡は，弥生時代中期から古墳時代前期にかけての集落が検出されている。東1.4kmにある

松山遺跡では弥生時代後期から平安時代にかけての集落が存在していたことが確認されている。また，小

櫃川下流域の低地や台地上には数多くの古墳が確認されている。東2.3kmには前方後円墳である高柳古墳，

南東1.2kmには全長132mの前方後円墳である高柳銚子塚古墳，南東2.8kmには全長80mの前方後円墳の浅

間古墳のほか丸山古墳（前方後円墳），県指定史跡であり前方後円墳の金鈴塚古墳があり，出土した金鈴ほ

かは国の重要文化財に指定されている。他にもさかもり塚古墳（前方後円墳），塚の腰古墳（円墳），松面古

墳（円墳），鳥越古墳（前方後方墳），稲荷森古墳（前方後円墳），祇園大塚山古墳（前方後円墳），小の塚古墳

（円墳），鶴巻塚古墳（大形円墳）が確認されている。

第 3節調査の方法（第3, 4図）

調査区は南北208m,東西25mで南北に細長い。発掘調査の開始に際して，対象となる区域を包括する

ように国土地理院国家座標（第1X座標）を基準とした発掘区の設定を行った。大グリッドとして一辺20m

とする区画を設定し，北西隅のグリッドを起点に西から東へA・B・C…とアルファベットの大文字を付
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し，北から南へは 1・2・3・・・と数字を付し，数字とアルファベットの組み合わせで大グリッドの名称と

した。さらにその大グリッドを一辺2mの小グリッドに分割し．大グリッドの北西隅に位置する小グリッ

ドを00とし，東へ向かって01,02, 03…と．南へ向かって10,20, 30…と命名し， 100の小グリッドに分

割して最小区域の調査区とした。

平成11年度の調査は中央調査区の西側と東側の上層確認調査と本調査を行った。調査区の状況に合わせ

て幅2mのトレンチを調査対象面積3,750面の6.4%に当たる242rd勺こついて設定し，遺構・遺物の分布状

況及び表土等の堆積状況などを把握する作業を行った。その結果．竪穴住居跡等の遺構が検出された2,145

面を本調査範囲とし，その内843面の本調査を実施した。平成12年度の発掘調査は北区西側調査区と南

西側調査区および南区東側調査区の1,100面の本調査，平成14年度は北区中央調査区と北区東側調査区，

中央区中央調査区および南区中央調査区の1,531面の本調査を実施した。

下層の調査は，ローム層が存在しないことから行っていない。

第4節基本土層（第5図）

調査区全体に数十cmから lmの新しい時期の盛土が確認されている。盛土は北に向かって厚くなって

り，砂を主体としている。盛土下は粘質の黒褐色土あるいは青灰色土であり，貝片を含んでいる。貝を含

の下部は灰色あるいは青灰色土，茶褐色土が堆積している。遺構が確認された面はこれらの層の下の

淡黄色粘質土層およびその下の灰黄褐色の砂層である。現表土層からの深さは南区で約0.9m, 中央区で

約l.lm,北区で約1.4mであり は約0.5mからl.lmである。

lOA-00 

北区東側調査区

1. 盛土
2. 灰色土 粘質土わずかに淡黄色粘土，貝片含む
3、オリープ灰色土 粘質上わずかに貝片含む．しまりあり
4. 灰色土 粘質土貝片多く含むしまりあり
5. 青灰色土 粘質土に砂質土が混じる

中央区西側覇査区
l. 盛土 砂を主とする盛土
2. 黒褐色土 粘質土
3. 黙褐色土 粘貿土貝破片を含む
4. 暗青灰色土粘性弛い
5. 暗青灰色土 粘性強く貝を含む

南区西側調査区

1. 盛土
2. 青灰色土 貝わずかに含む
3. 青灰褐色土 貝わずかに含む
4. 暗褐色上 貝を少し含む
5. 灰色土
6. 茶褐色土

゜
(1/80) 4m 

第5図甚本土層
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第2章検出した遺構と遺物

概要

遺跡の主な時代は古墳時代と奈良•平安時代以降である。古墳時代の遺構は竪穴住居跡 3 軒，土坑は11

基（井戸状遺構 1 基を含む），溝状遺構14条である。奈良•平安時代以降は掘立柱建物跡 1 基，井戸状遺

構3基，土坑29基，溝状遺構38条，水田跡2面，畑跡2か所，柱穴85基が検出された。
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第6図北区遺構配置図
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第7図 中央区遺構配置図
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第1節古墳時代

1 竪穴住居跡

SI-005 (第10・11・13・14図，図版5・18・19)

SI-005号は 5A-24グリッドほかから検出された竪穴住居跡である。中央区西側調査区北端に位

置する。確認調査段階でのトレンチ調査により住居の存在が確認され．拡張して平面形の確定を行った。

中央に溝状遺構(SD-004・008)が入るため難しい作業であった。規模は 1辺6.15mほどで平面形は正方形

だったと思われる。住居床面の標高はおよそ1.2mほどである。炭化材が放射状に検出されており焼失住

居と思われる。住居で使用されていたと思われる完形あるいは完形に近い土器が多く出土した。住居の主

軸は北東ー南西に構築されている。確認面からの壁の高さは約 6cmと低い。炉が中心部より北西側にずれ

て検出されている。住居入り口は南東側だった可能性が高い。炉は長径0.55m, 短径0.4m, 深さはは約

3 cmほどである。南側コーナー（出入り口左側）から貯蔵穴が検出された。柱穴は 8か所検出されており．

住居の対角線上に配されている。北西側柱穴(p1)は1か所のみであるが井戸状土坑(SE-007)に壊され

ているため遺存度は50%ほどである。上端の径は約30cm,下端の径は約12cm,深さは約48cmであり，平面

形は楕円形である。他はSE-007に壊された可能性が高い。北東側柱穴は長径約82cmの穴から 2か所検出

されている。住居の対角線上に並んでおり，内側の柱穴(p2)は上端径約30cm,下端径は約13cm,深さは

約57cmでほぽ円形である。外側(p3)は上端径約28cm,下端径約12cm,深さは約30cmでほぼ円形である。

南東側柱穴は数cmの間隔で2か所検出されている。やはり対角線上に配されており，内側柱穴(p4)は上

端径約44cm,下端径約16cm,深さは約37cmの円形である。外側柱穴(p5)は上端径約36cm,下端径約20cm,

深さは約28cmで円形である。南西側柱穴は 3か所検出されている。対角線上に配されているが1か所は内

側柱穴を切る形で掘られている。内側柱穴(p6)の上端径は約38cm,下端径約13cm,深さは約33cmの円形

である。この柱穴を切る形で掘られた柱穴(p7)は上端径約20cm,下端径8cm, 深さは約17cmの円形で，

他に比べて規模が小さい。外側柱穴(p8)は上端径約36cm,下端径約10cm,深さは約37cmの楕円形である。

P 9・10は出入口柱穴である。 p9の上端径は推定56cm,下端径は推定50cm,深さ12cmで, PlOは上端径

は32cm,下端径8cm, 深さは14cmである。柱穴が複数検出されていることから立替えが行われた可能性が

ある。

出土遺物は掲載したものを含め土師器片4,002g, 須恵器片579g, 土製品片11g. 礫346gが出土して

いる。

1は住居南側コーナーから出土した土師器の壺である。口縁部は直線的に外反し，胴部は球形である。

底部は完存し，全体の 3/4が遺存している。胎土に砂粒を多量に含み色調はにぶい黄橙色から黒褐色，

焼成は良好である。

2は住居南側コーナーから出土した土師器の有段口縁の壺である。底部は完存しており口縁部は 1/3

が遺存している。胎土に砂粒・褐色粒を含み，色調は橙色からにぶい橙色・浅黄色で焼成は良好である。

全体に摩滅していて調整痕は不鮮明であり，底部・体部に 1か所の黒斑がある。

3ば炉内および炉周辺から出土した土師器の甕と思われるが，口縁部の径は胴部の径よりやや小さい。

口縁部は直線的に外反し胴部は球形である。

4は住居西壁の壁際から出土した土師器の小型壺である。口辺部はほぼ直線的に開き口縁部との接合部

内面に明瞭な稜を持つ。底部は平底である。

-10-
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5ば炉の北側から出土した土師器の広口壺である。口縁部の一部を欠くがほぽ完形である。口縁部の径

が大きく，外反する。底部は中央部がわずかに窪んでいる。器厚が非常に薄い。

6は住居南側コーナーから出土した口縁部を欠損する土師器の甜であろうか。

7ば炉の北側から出土した土師器の杯である。口径の3/4が遺存している。胎土に細砂粒を含み色調

は橙色からにぶい赤褐色，焼成は良好である。

8は住居出入口付近壁際から出土した土師器の杯である。全体の 1/4が遺存している。胎土に細砂粒

を多量に含み，色調は灰オリーブ色から灰色で焼成は良好である。全体に摩滅しており調整は不鮮明であ

る。

9は住居南側コーナーから出土した土師器の器台である。全体の4/5が遺存しており脚部に円形の透

かし穴を 3か所あけている。胎土に砂粒を含み色調は内面は黄橙色から黄灰色，外面は橙色，焼成は良好

である。

10は住居出入り口付近の壁際から出土した土師器の鉢である。全体の 1/2が遺存，底部は完存してい

る。胎土に細砂粒，若干の白色針状物質を含み，色調はにぶい黄橙色から灰黄褐色で焼成は良好である。

口辺部は横方向のナデ，体部に浅いヘラケズリ，底部付近は摩滅して不鮮明である。

11は住居南側コーナーから出土した磨製石斧と思われる。

SI-006 (第12図，図版6)

SI-006号は5A-55グリッドから検出された竪穴住居跡である。中央区西側調査区に位置する。

北側にSI-005が存在する。検出面で遺物の出土が認められ精査した結果，平面形が確認された。東

側が攪乱を受けており不明だが規模は北東ー南西2.6m,北西ー南東2.5m,深さは約3cmで，平面形は正

方形と思われる。床面の標高はおよそ1.3mほどである。中央よりやや南西にずれた位置に炉があること

から入口は北東だった可能性がある。炉は円形で特に掘り込みはなく床面が焼土化している。柱穴は存在

しないと思われる。床面を踏み固めた硬質範囲は不明確である。単独で検出されており他の遺構との切り

合いはない。遺物は土師器片696gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SI-010 (第12図，図版7)

S I -0 1 0号は 5A-76グリッドから検出された竪穴住居跡である。中央区西側調査区に位置する。

北側にSI-006が存在する。検出面で遺物の出土が認められ精査した結果，平面形が確認された。東

側が調査不能のため調査したのは全体の 1/3ほどである。規模は北東ー南西2.3m,北西ー南東1.8m,

最大掘り込み18cmである。床面の標高はおよそl.lmほどである。プランはSI-006よりも不明瞭だっ

た。床面と考えられる面まで掘り下げると内側に 1段低くなるような状況が観察されたがはっきりとしな

かった。単独で検出されており他の遺構との切り合いはない。遺物は土師器片201g, 須恵器片21g, 自

然礫34gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

-13-
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2 井戸状遺構

SE-022 (第15図，図版7)

SE-022号は 6A-54グリッドから

検出された井戸状遺構である。中央区西側

調査区に位置する。開口部の径は1.25mの

ややゆがんだ円形で，確認面からの掘り込

みの深さは81cmである。断面形は逆台形で，

壁はやや急角度に立ち上がっている。

は黒灰色の粘質土が混じる青灰色の粘質土

である。検出面から50cmほど掘り下げると

水がかなり湧きだすため，底面は未検出で

終わっている可能性がある。遺物は土師器

片596gを出土しているが小片で図示でき

る遺物はない。

3 土坑

SK-002 (第16図）

SK-002号は 5A-03グリッドから

検出された土坑である。中央区西側調査区

る。北側で 00 1号に．南側で

0 0 3号に切られている。上端部は長軸2.7

m, 推定短軸1.8mで平面形は楕円形であ

ろうか。確認面からの掘り込みの深さは10

cmである。壁はゆるやかに立ち上がってい

る。遺物は土師器片132gを出土している

が小片で図示できる遺物はない。

SK-003 (第16図，図版5)

SK-003号は 5A-13グリッドから

検出された土坑である。中央区西側調査区

る。西側は調査区外となるため完

掘されていない。上端部の径は1.75mの円

形で，確認面からの掘り込みの深さは30cm

である。断面形は逆台形で，壁は斜めに立

ち上がっている。図示した遺物を含め土師

器片1,316gを出土している。

遺物 1は土師器の壺の口縁部である。折

り返しの二重口縁で大粒の砂粒を多量に含

み，にぶい黄橙色から褐灰色で焼成は良好

．
 

、V

第15図 SE-022号
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．
 

E
 0'1 V
 

SK-003 

Al.4m 

゜

口

(1/40) 2m 

，
 

(1/3) 10cm 

第16図 SK-002・003号と003号出土遺物

-17-



である。 2は土師器の杯である。 との境に稜をもつ。 ④ 
口径の 1/4弱が遺存している。細砂粒，褐色粒を含み，

色調はにぶい黄橙色で焼成は良好である。内面をミガキ A II ¥ l A' 

調整している。

SK 0 0 9 (第17図，図版6)

SK-009 5 A-75グリッドから検出された土

坑である。中央区西側調査区に位置する。 SK-011

と切り合うが新旧関係ははっきりしない。開口部の径

は1.4mほどの円形で，確認面からの掘り込みの深さは 第17図 SK-009・011号

~ 8 cmである。底面は平坦である。壁は斜めに立ち上がっ

ている。遺物は出土していない。

SK-011 (第17図，図版6)

SK-011号は 5A-74グリッドから検出された土

坑である。中央区西側調査区北側に位置する。 SK-

0 0 9号と切り合うが新旧関係ははっきりしない。開口

部の径は長軸 1m, 短軸0.7mの楕円形で，確認面から

の掘り込みの深さは 4cmである。壁は斜めに立ち上がっ

ている。底面は平坦である。遺物は出土していない。

SK-012 (第18図，図版7)

SK-012号は 5A-84グリッドから検出された

坑である。中央区西側調査区に位置する。開口部の径は

長軸1.2m,短軸0.95mの楕円形で，確認面からの掘り

込みの深さは20cmである。断面形は逆台形であろう。壁

は斜めに立ち上がっている。 01 3号と重複しており，

0 1 3号より新しい。遺物は出土していない。

SK-013 (第18図，図版7)

SK-013号は 5A-84グリッドから検出された土

坑である。中央区西側調査区に位置する。開口部の径は

長軸1.03m,短軸0.85mの楕円形で，確認面からの掘り

込みの深さは18cmである。断面形は逆台形であろう。

は斜めに立ち上がっている。 01 2号と重複しており

0 1 2号より古い。遺物は土師器片109gを出土してい

るが小片で固示できる遺物はない。

SK-021 (第19図図版7)

SK-021号は6A-55グリッドから検出された土

坑である。中央区西側調査区に位置する。開口部の径は

長軸1.74m,短軸1.5mの方形で，確認面からの掘り込

-18 
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第19図 SK-021号

第20圏 SZ-099号



みの深さは39cmである。断面形は逆台形，壁は急角度に

立ち上がる。調査区外にはあまり広がらない。遺物は土

師器片116g, 礫72gを出土しているが小片で図示でき

る遺物はない。単独で検出されており他の遺構との切り

合い関係はない。

SZ-099 (第20図）

A ー

s 

Al.2m 

SZ-099号はllA-43グリッドから検出された土

坑と思われる。南区西側調査区に位置する。開口部の 1

辺は1.5mで，確認面からの掘り込みの深さは16cmであ

る。方形土坑のようであるが調査部分が少ないため形態

は不明である。 09 1より古い。遺物は出土していない。

SK-130 (第21図，図版15)

SK-130号は 2A-49・59グリ ッドから検出され

た土坑である。北区中央調査区に位置する。SD-128

の溝状遺構を切る形で検出された。調査中に壁面が崩落

し，遺構は埋没したため上端のみ実測した。開口部の径

は長軸1.8m,短軸0.36mの楕円形で，確認面からの掘

り込みの深さは75cmである。断面形は逆台形，壁は急角

度に立ち上がっている。図示した遺物を含め土師器片

312 g, 須恵器片145g, 礫31gを出土している。

遺物 1は土師器の壺の口縁部である。折り返しの二重

口縁で折り返し端部に刻みを施している。胎土に砂粒を

多量に含み，色調は灰黄色からにぶい黄橙色で焼成は良

好である。内外全体に赤彩しており口辺部内外共に摩滅

して調整痕は不鮮明である。2は土師器の高杯の杯部で

ある。胎土に砂粒を多量に含み，色調はにぶい黄橙色，

焼成は良好である。内外共に摩滅して調整痕は不鮮明で

ある。

SK-153 (第22図，図版17)

SK-153号は 6A-59グリ ッドから検出された土

坑である。中央区中央調査区に位置する。開口部の径は

長軸0.76m,短軸0.66mの楕円形で底部も同形である。

断面形は逆台形，底部は平坦である。確認面からの掘り

込みの深さは26cmである。壁は急角度に立ち上がってい

る。遺物は土師器片80gを出土しているが小片で図示で

きる遺物はない。単独で検出されており他の遺構との切

り合い関係はない。
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SK-130 ノ／ 

SD--128 

A' 

SK-130 
1. 灰色士 灰混じりの灰色土層と青灰色士層の間にある層で貝をほとんど含まな

い層である 粘質土で青灰色土や地山の黄褐色土をわずかに含む
2. 黒灰色土 灰色の粘質土に黒色粘質土が多く混じる
3. 黒灰色土 黒色粘質土を多く含む 淡黄色粘質土を少量含む しまりあり
4. 黒灰色土 黒色粘質土を少量含む淡黄色粘質土を中量含む しまりあり

色は 3より薄い
5. 褐灰色土粘質土淡黄色土を多く含む しまりあり
6. 灰色土 粘質土黒色土淡黄色土を少量含む土器片含む しまりあり
7. 灰色土 粘質士 6より明るい黒色土淡黄色土を少し含む土器片含む

しま りあり

゜
(1/40) 2m 

,,/. 
0 (1/3) 10cm 

第21図 SK-130号と出土遺物

□ A 

AO.Sm A' 

SK-153 
I. 暗灰色土暗オリープ灰色土を少量含む 粘質土層
2. 暗灰色土 暗オリープ灰色土を中量含む 粘質土層

゜
(1/40) 2m 

第22図 SK-153号



4 溝状遺構

SD-023 (第23図）

SD-023号は6A-54グリッドから 6A-75グリッドにかけて検出された溝状遺構である。ほぽ直線

の溝と思われる。中央区西側調査区南側に位置する。溝の向きはほぽ西北西から東南東方向である。検出

長4.7m,幅1.2m,確認面からの掘り込みの深さは 5cm程度と浅い。北西側は未検出，南東側は調査区外

のため不明である。遺物は土師器片959g, 須恵器片46gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-024 (第23図）

SD-024号は6A-73グリッドから 6A-75グリッドにかけて検出された溝状遺構である。ほぽ直

線の溝と思われる。中央区西側調査区南側に位置する。 溝の向きはほぽ東西方向である。検出長2.8m,

幅0.64m,確認面からの掘り込みの深さは 5cm程度と浅い。遺物は土師器片152gを出土しているが小片

で図示できる遺物はない。

SD-025 (第23図）

SD-025号は 6A-75グリッドから 6A-85グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区西

側調査区に位置する。溝の向きはほぼ北北西から南南東方向である。検出長l.lm,幅は一定で0.4m,確

認面からの掘り込みの深さは7cm程度と浅い。遺物は土師器片637g, 礫191gを出土しているが小片で図

示できる遺物はない。

SD-029 (第24図，図版7)

SD-029号は 5B-52グリッドから 5B-74グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区東

側調査区の南側に位置する。東西端が調査区外となるため全長は不明である。「く」の字状のコーナ一部

を検出したので方形周溝状遺構の一部とも考えられるが，対向する溝が明確でないため断定できない。溝

の向きはほぼ北西ー南東，北東ー南西方向である。検出長6.8m,幅1.05m,確認面からの掘り込みの深

さは20cmである。断面形は逆台形，遺物は土師器片877g, 礫20gを出土しているが小片で図示できる遺

物はない。 SD-030号と重複しており 03 0号より新しい。

SD-030 (第24図，図版7, 8) 

SD-030号は 5B-44グリッドから 5B-64グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区東

側調査区の南側に位置する。円墳か円形周溝の一部の可能性がある。 SD-029号と重複しており 02 9 

より古い。溝は南北方向に検出されており東側に延びる。検出長3.7m, 幅〇.84m,確認面からの掘り

込みの深さは19cmである。断面形は逆台形であろうか。遺物は土師器片227gを出土しているが小片で図

示できる遺物はない。

SD-031 (第24図，図版8)

SD-031号は5B-02グリッドから 5B-14グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区東

側調査区に位置する。溝の向きはほぼ東西方向で東西の調査区外に延びる。検出長3.2m, 幅1.45m,確

認面からの掘り込みの深さは 6cm程度で浅い。断面形は逆台形であろうか。遺物は土師器片18g, 礫10g 

を出土しているが小片で図示できる遺物はない。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係はない。
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SD-032 (第24図，図版8)

R SD-032号は4B-93グリッドから

、<'•I 習〗5 B-04グリッドにかけて検出された溝状

遺構である。中央区東側調査区の中央部に

位置する。溝の向きはほぼ西北西から東南
.,, ;l 

東方向で東西の調査区外に延びる。検出長

3.5m, 幅1.05m, 確認面からの掘り込み ＜・I 
＼ 

の深さは9cm程度で浅い。断面形は逆台形

と思われる。遺物は土師器片108gを出土 お゚

しているが小片で図示できる遺物はない。
E 

~ 扇
単独で検出されており他の遺構との切り合

協-24

い関係はない。

第23図 SD-023・024・025号
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029 
SD-029 
I. 暗青灰色土 プロック状に黒色の粘質土を含む
2. 青灰色土 砂質土を含む、やや粘質を持つ
3. 暗黄褐色土 黄色の粘土質プロックを含む

4m 

゜
(1/80) 4m 

第24図 SD-029・030・031・032号
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SD-091 (第25図，図版23)

SD-091号はlOA-76グリッドからllA-43グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区西側

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北北東から南南西方向でわずか南東側に膨ら曲線を描いている。検出

長16.5m,幅0.7mから1.65m,確認面からの掘り込みの深さは10cmから19cm程度である。北東側，西側は

調査区外に延びる。西側にSD-092が存在する。 09 2より新しい。南端部でSZ-099に切られ

る。 SPC-C'付近から遺物が多く検出された。図示した遺物以外に土師器片1,452g, 須恵器片47g, 

礫410gを出土している。

遺物 1は環状土錘である。

SD-092 (第25図）

SD-092号はlOA-85グリッドからllA-15グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区西側

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北北東から南南西方向で，南側は収束している。検出長5.95m, 幅

0.34mから0.46m,確認面からの掘り込みの深さは10cmから15cm程度である。覆土はSD-091と似て

いる。 lOA-85グリッド付近でSD-091に合流している。遺物は出土していない。 09 1と重複して

おり 09 1より古い。

SD-105 (第26図，図版12,20, 23) 

SD-105号は 2A-24グリッドから 2A-45グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区東側

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北西から南東方向である。検出長5.3m,幅2.0mで一段低く掘られた

溝は1.2mの幅を持つ。確認面からの掘り込みの深さはは浅い部分で10cm,深い部分が29cm程度である。

北端は調査区外に延びる。南東端は排水溝のため不明である。西側にテラスが張り出し南側に傾斜してい

る。圏示した遺物を含め土師器片2,041g, 礫457gを出土している。

遺物 1は土師器の壺の頸部から口縁部である。口縁部の 1/2が遺存している。胎土に砂粒・褐色粒を

含み，色調はにぶい橙色で，焼成は良好である。 2は土師器の甕の頸部から口縁部である。外面にハケメ

を残し，胎土に砂粒・褐色粒を含み，色調は外面灰褐色，内面はにぶい黄橙色で，焼成は良好である。 3

は土師器の高杯の脚部である。胎土に砂粒を含み，色調はにぶい橙色から灰褐色で焼成は良好である。内

外ともに赤彩しており脚部外面に縦方向のミガキを施している。 4, 5は環状土錘である。

SD-106 (第26図図版12)

SD-106号は 2A-55グリッドから 2A-63グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区東側

調査区の北側に位置する。溝の向きはほぼ北東から南西方向である。南西端は調査区外に延びる。北東端

は排水溝のため不明である。検出長5.5m,幅0.6mから1.5m,確認面からの掘り込みの深さは10cmから20

cm程度で断面形は皿形である。西端には両側にテラスがあるが，東に向かい途中でなくなる。遺物は土師

器片119g,礫875gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。
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Al.3m A' . . 
3 1 3 

三
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SD-092 
I. 灰褐色土灰色粘質土主体に淡黄色土（径1cm前後）プロックが入る

埋めた土
2. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰色土がしみ込む
3. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰色土がプロック状に入る

Al.3m A' ． ．  
4 2 I 3 

＝ 5 
SD-091 B-B' 
I. 黒灰色土 黒灰色土のみ
2. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土粒が僅かに混入
3. 灰褐色土 灰色粘質土主体に黙色土粒や黄色土粒がきめ細かく入る

内側に流れ込むよう堆積し，鉄分が沈殿する

4. i炎褐色土 淡褐色土主体に茶褐色土が入る
茶褐色土は，水田のすき床に入り込んだ土か？

5. 淡黄褐色土 淡黄色土主体に黒灰色土が僅かに入る

Bl.3m B' •— 2 11 13 三・
SD-091 C-C' 
I. 黒灰色土黒灰色土のみ
2. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土粒が僅かに混入
3. 黒灰色土 2層とよく似るが、鉄分がより多く入る（沈殿する）
4. 灰褐色土 灰色粘質土主体に淡黄色土が小さなプロック状をなし混入

鉄分が多い
5. 灰褐色土 灰色粘質土主体に灰色砂を含み淡黄色土がプロック状に混入
6. 灰褐色土 灰色粘質土主体に淡黄色土が斑に入る

内側に流れ込むように堆積
7. 灰褐色土 灰色粘質土主体に黒色土粒や黄色土粒がきめ細かく入る

内側に流れ込むよう堆積し．鉄分が沈殿する
8. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰色土がプロック状に入る
9. 灰色土 灰色砂（粗い）主体に淡黄色土や灰色粘質土が混じる

内側に流れ込むように堆積
10. 灰色土 9層と似るが．淡黄色土の割合が多い
11. 淡褐色土 8層とよく似ている
12. 淡褐色土 淡褐色土主体に灰色粘質土や灰色砂が混入する
13. 淡褐色土 淡褐色土主体に茶褐色土が入る

茶褐色土は．水田のすき床に入り込んだ土か？

＋
 

＠
 

市lA-54
＋
 

゜
(1/80) 4m 

゜
(1/3) 10cm 

第25図 SD-091・092号と091号出土遺物
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七A-74
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三
SD-105 
I. 黒灰色土 黒灰色砂質土のみ鉄分が多く浸み込む
2. 黒灰色土 黒灰色砂質土と黒灰色粘質土がプロック状に混じる

鉄分はさほど目立たない
3. 黒灰色土 黒灰色粘質土のみ
4. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土プロック（小）が少し入る
5. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土プロック（大）がやや多めに入る
6. 黒灰色士 黒灰色粘質土主体に青灰色砂が流れ込むように入る
7. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に青灰色砂が流れ込むように入る
8. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土プロックが多い
9. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土プロックが多い
10. 黒色粘質土のすき痕
＊全体的に鉄分は入るが，さほど目立たない。人為的な埋め戻しと思われる。

排

水

溝

l !11 i(r , 

:II『~II I 
- 11凸lllllい I~

＋
 

諏-76

SD-106 
I. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土プロック（小）が僅かに入る
2. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土プロックが斑に入る
3. 淡褐色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色士プロック（大）が入る
4. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土が浸み込むように混ざる
5. 黒灰色土 黒灰色粘質士主体に淡黄色土プロック（小）が少し入る
6. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色士プロック（小）が少し入る
7. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色士プロック（中）が多く入る
＊どの層も鉄分がほとんどない。人為的な埋め戻しと思われる。

2 

゜
(1/80) 4m 

＠ ◎ 
[J 

4 

゜
(1/3) 10cm 

第26図 SD-105・106号と105号出土遺物
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SD-127 (第27図，図版15,23) 

SD-127号は 2A-79グリッドから 2A-89グリッドにかけて検出された溝状遺構である。地山の淡

黄色粘土層を掘り込んだ溝状遺構である。北区中央調査区に位置する。溝の向きはほぽ北西から南東方向

である。検出長3m, 幅は上端1.15m,下端lmで南側がやや広がっている。確認面からの掘り込みの深

さは18cm程度である。断面形は不整形で底面はほぽ平坦である。溝は南西側で立ち上がりの部分が2段に

なっており，段差の部分の覆土は下が暗褐色，上が黒褐色で，溝の改修が行われたものと考えられ，幅は

0.4mから0.8mである。南東側に長さ0.5m,深さ 8cmほどの掘り込みが検出された。北西側，南東側は調

査区外に続く。南側でSH-131に切られる。図示した遺物以外に土師器片127g, 礫157gを出土して

いる。遺物 1は土至である。十文字に切れ目が入っている。

SD-128 (第28図，図版15)

SD-1 2 8号は 2A-49グリッドから 2A-59グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区中央

調査区に位置する。青灰色粘質上に地山の淡黄色粘土が混入した層を掘り抜いて溝が掘られている。溝の

向きはほぽ北北西から南南東方向である。溝の底部は平坦で検出長3.9m,幅は上端で70cm,下端で50cm,

確認面からの掘り込みの深さは北端で18cm,南端で37cmである。覆土は暗灰色粘質土で，底部は砂質土で

あり，断面形は逆台形状である。北西側はSK-130に切られている。北西側，南東側は調査区外に続

く。遺物は土師器片558g,礫65gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-134 (第29図．図版16)

SD-134号は3B-11グリッドから 3B-43グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区東側

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北北西から南南東方向で直線である。検出長7.2m,幅は一定でlm,

確認面からの掘り込みの深さは8cmから15cm程度である。断面形は逆台形状で底面は平坦である。覆土は

褐灰色粘質土で，土師器片を含んでいた。底部は青灰色の砂質土である。土師器片は小片で．流れ込みの

可能性もある。溝の東側は緩やかに東方向に下がっており，地山の淡黄色粘土層はなくなり，青灰色砂質

と変わっていく。西側，東側は調査区外に続く。単独で検出されており他の遺構との切り合いはない。

遺物は土師器片25g,礫36gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-135 (第29図，図版16)

SD-135号は3B-13グリッドから検出された溝状遺構である。北区東側調査区に位置する。東側

調査地の東西のセクション面と東側の一部で溝状遺構と思われる痕跡が見られた。東側の一部以外は，暗

灰色土の貝混じりの粘質土層となるため確認できなかった。検出長2.0m,幅2.8mで，壁面で確認できた

掘り込みの深さは28cm程度で，溝の底面は凹凸がある。長径1.4mほどの楕円形の掘り込みがみられるが，

溝との関係は不明である。
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R Al.2m A ’ 

A
 

SD-122 

。

SD-127 
1. 黒灰色土黒色土が多く粘質土層である 遺物含む
2. 褐灰色土褐色土少量含む しまりあり
3. 褐灰色土地山の淡黄色粘土中量混じる しまりあり
4. 褐灰色土褐色土が微量含まれる しまりあり

(1/80) 4m 

9

/

 ロ
Q€f, 

。
(l/3) 10cm 

第27図 SD-127号と出士遺物

2B-30 

‘̀ 
ヽ
ヽ

SD-128 
l. 暗灰色粘質土 淡黄色粘土を徴か

に含む しまりあり
2. 暗灰色粘質土 淡黄色粘土・暗オ

リープ灰色土を少量含む
しま hあり

3. 暗灰色粘質土 淡黄色粘土を僅か
に含む 砂質暗オリープ灰
色土を多く含む

4. 暗オリープ灰色土砂質土
溝の底部と同質

④ ヽ‘、 ヽヽ ヽヽ ヽヽヽ 。
(1/80) 4m 

＼ヽ 第28図 SD-128号

I廿B沼•> ヽ

A 0.9m 134 A' 
•- I -
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． 
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SD-134 
I. 褐灰色粘質土淡黄色粘土を僅かに含む鉄分の沈着あり しまりあり
2. 褐灰色粘質土淡黄色粘土を中量含む 鉄分の沈着あり しまりあり

。
(1/80) 4m 

第29圏 SD-134・135号
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第 2 節奈良•平安時代以降

1 掘立柱建物跡

SB-001 (第31図）

SB-001号は5A-36グリッドから5A-56グリッドで検出された掘立柱建物跡である。中央区西側調

査区北側に位置する。 5か所のピットが検出されたが，他は調査区外となるため不明である。建物の主軸

は北東ー南西を向く。 Pl一直径24cm,深さは6cm, P 6ー上端部最大径50cm,底部最大径32cmで，，確認

面からの掘り込みの深さは44cmである。遺物は土師器片137gを出土しているが小片で図示できる遺物は

ない。 p7ー上端部最大径42cm,底部最大径23cmで確認面からの掘り込みの深さは26cmである。遺物は土

師器片20gを出土しているが小片で固示できる遺物はない。 PBー上端部最大径26cm,底部最大径23cm,

確認面からの掘り込みの深さは7cmである。遺物は出土していない。 P14ー上端部最大径42cm,底部最大

径20cmで確認面からの掘り込みの深さは25cmである。柱間距離はPl-l.8m-P6,P6-2.64m-P7, P7-2.54 

m-P14である。

2 井戸状遺構

SE-007 (第32図図版21)

SE-007号は5A-15グリッドから検出された井戸状遺構である。中央区西側調査区北側に位置す

る。上端部の長軸1.6m,短軸1.25mのややゆがんだ長方形で，底面は最大径 1mの円形．確認面からの

掘り込みの深さは1.2mである。壁は急角度に立ち上がっており，断面形は逆台形である。底面付近は砂

層中に掘り込まれている。 00 1号， 0 0 4号， 0 0 5号と重複しており，これらより新しい。図示した

遺物を含め土師器片827g, 須恵器片95g, 礫131gを出土している。

遺物 1は土師器の高台付杯の底部であり，底径の1/4ほどが遺存している。細砂粒・褐色粒を含み，外

面はにぶい橙色，内面はにぶい黄色で，焼成は良好である。 2は土師器の杯である。内面全体と外面口辺

部にまだらに油煙痕が付着している。灯明皿として使用している。胎土に砂粒，雲母を多量に含み，にぶ

い黄橙色から橙色をしており焼成は良好である。 3は砥石である。

SE-090 (第33図，図版11)

SE-090号は 11 A-54グリッドから検出された井戸状遺構である。南区西側調査区に位置する。

上端部の径は長軸1.68m,短軸1.46mの隅丸方形で，確認面からの掘り込みの深さは71cmである。断面形

は逆台形である。検出面から50cmほど掘り下げた段階で水がかなり湧きだした。確認された底面は長軸0.6

m, 短軸0.5mの長方形だが，底面が未検出で終わった。遺物は土師器片316gを出土しているが小片で図

きる遺物はない。

SE-111 (第34図）

SE-111号は2A-83グリッドから検出された井戸状遺構である。北区西側調査区に位置する。上

端部の径は長軸0.88m,短軸0.8mの方形で，確認面からの掘り込みの深さは99cmである。断面形は逆台

形，壁はほぽ垂直に近い形で立ち上がっている。検出面から50cmほど掘り下げると水がかなり湧きだす。

底面が未検出で終わった。遺物は土師器片232gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。単独で

検出されており他の遺構との切り合いはない。
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SE-007 
1. 黒色土 しまりがあり ．粘性を持つ黒色土を主体とする
2. 黒色土 1層よりも粘性があり，粘土質のプロックを含む
3. 翌褐色土

~­
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゜
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。
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第31図 SB-001号
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A' 第32図 SE-007号と出土遺物
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Al.2m A' 

SE-090 
I. 灰色土 灰色粘質土のみ上部に僅かに黒色土がのる 鉄分が多い
2. 灰色土 灰色砂主体に灰色粘質土が僅かに況じる 鉄分が多くしみ込む
3. 灰色土 灰色砂主体に灰色粘質土が混じる 鉄分が多い
4. 灰色土 粒の粗い灰色砂主体に灰色粘質土が僅かに入る 鉄分が多い
5. 灰褐色土灰色粘質土主体に淡黄色土が混じる 鉄分が多い
6. 淡褐色土 淡黄色士主体に灰色粘質土が混じる 鉄分が多い
7. 灰褐色士 灰色砂 （粗い）主体に淡黄色土プロックが混じる
8. 灰褐色土 灰色粘費土主体に淡黄色プロックを含む
*2-4層は流れ込むような堆積。 4・7層は保水状態である。

SE-I I I 
I. 灰褐色士灰色砂質土のみ 鉄分の浸み込みが多い
2. 灰褐色土 灰色砂質士主体に淡黄色土粒を少し含む
3. 灰褐色土 灰色砂質士主体にj炎黄色土が小さいプロック状に入る
4. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土粒が僅かに滉入する
5. 灰褐色土 粒の粗い灰色砂主体にi炎黄色土粒が僅かに滉入する
6. 黒灰色士 黒灰色砂質土主体に淡黄色土プロックが少し入る
7. 淡褐色土 淡黄色土主体に黒色粘質土がプロ・ノク状に入る
8. 灰褐色土 灰色砂（粗い）主体に．鉄分が粗い粒状に固まったものが入る

淡黄色土プロックも僅かに含む

9. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土粒が僅かに混入する
10. i炎褐色土 淡黄色土主体に黒色粘質土がプロ・ノク状に入る

゜
(1/40) 2m 

。
(l/40) 2m 

第33図 SE-090号 第34図 SE-111号
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3 土坑

SK-050 (第35図）
＠・-----・,、

SK-050 号はllB-13グリッドから検出されたに［口〗
土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の径

は長軸0.95m,短軸0.7mの隅丸長方形で，底面は最

大径0.5mの楕円形である。確認面からの掘り込みの

深さは41cmである。断面形は逆台形に近い。北東側に

A' 

SK-050 
1. 黒灰色土 2層と近似 しかし 2層よりもしまる
2. 黒灰色土 2層より淡黄色プロックが少ない
3. 灰褐色土 灰色砂質土（地山）主体に黒灰色粘質土が混じる
4. 灰褐色土 灰色砂質土と黒灰色粘質土と淡黄色土が混じる
5. 灰褐色土 淡黄色土・灰色砂が流れ込むように堆積

段を有する。 SD-036, SH-082と して

。
(1/40) 2m 

いる。 03 6より新し<, 0 8 2より古い。遺物は

土していない。

SK-051 (第36図）

SK-051号はllB-02グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の径

は長軸0.95m,短軸0.7mの長方形で，確認面からの

掘り込みの深さは40cmである。断面形は逆台形と思わ

れる。遺物は出土していない。単独で検出されており

他の遺構との切り合いはない。

SK-052 (第37図，図版9)

SK-052号はllB-13グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の径

は長軸0.9m,短軸0.6mの楕円形で，確認面からの掘

り込みの深さは21cmである。 SH-077を切る。壁

は緩やかに立ち上がっている。遺物は土師器片117g 

を出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SK-053 (第37図）＠

SK-053号はllB-13グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の径

は長軸0.75m,短軸0.58mの楕円形で，確認面からの

く↓ ｀ 

,

.

9

 •• 

'

,

.

 

＇、

＂ 

SK-051 
I. 灰褐色土灰色砂質土（地山）主体に黒灰色粘質土が混じる
2、黒灰色土 累灰色粘質土のみ 一気に埋め戻したような堆積
3. 黒灰色土 2層より淡黄色プロックが少ない
4. 灰褐色土灰色砂質土（地山）主体に黒灰色粘質土が混じる

。
(1/40) 2m 

第36図 SK-051号

掘り込みの深さは30cmで断面形は椀形である。壁は斜

めに立ち上がっている。遺物は土師器片9gを出土し

ているが小片で図示できる遺物はない。 SK-052

と重複しており 05 2号より新しい。

SK-054 (第37図）

SK-054号はllB-22グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区 る。上端部の短

第35図 SK-050号

--・・・・---

。
{1/40) 2m 

径は0.42mの長方形で．確認面からの掘り込みの深さ

は10cmである。壁は斜めに立ち上がる。遺物は出土し

-30-
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ていない。

SK-081 (第37図） ~-1 ( J) Al.3m A' 

SK 0 8 1 はllB-23グリッドから検出され

た土坑である。南区東側調査区 る。上端部

の径は長軸0.53m,短軸0.28mの楕円形で，確認面

゜
(1/40) 2m 

からの掘り込みの深さは15cmである。 SK 0 5 2 
第38図 SK-055号

号， 05 4 と しており 05 2号より く05 4 

号より新しい。遺物は出土していない。 ~ 
SK-055 (第38図）

SK-055 はllB-22グリッドから検出され f>:___ [ ( ~__,f A1.3m A' 

た土坑である。南区東側調査区 る。上端部

の径は長軸0.92m,短軸0.62mの楕円形で底面は長

軸0.68m,短軸0.3mの楕円形である。確認面から

の掘り込みの深さは21cmである。壁は斜めに立ち上

がっており南側が深い。 SD-039と重複してお

り03 9より新しい。遺物は土師器片87g, 須恵器

片13gを出土しているが小片で図示できる遺物はな

I,,) 

゜
SK-056 (第39図図版9)

SK-056はllB-22グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の

径は長軸0.98m,短軸0.82mの隅丸長方形で，底面

は最大径0.7mの楕円形である。確認面からの掘り

込みの深さは15cmで，壁はやや緩やかに立ち上がっ

ている。遺物は出土していない。

SK-057 (第40図，図版10)

SK-057号はllB-43グリッドから検出され

た土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部

の径は長軸0.9m, 短軸0.78mの円形で，

大径は0.42m,確認面からの掘り込みの深さは18cm

である。底面に径16cmのピットを掘り込む。遺物は

土師器片67g, 礫5gを出土しているが小片で

できる遺物はない。単独で検出されており他の遺構

との切り合い関係はない。遺物1は土師器の杯の底

部である。底部を手持ちヘラケズリしている。胎土

に細砂粒を含み，色は灰黄色から灰黄褐色で焼成は

良好である。

゜
(1/40) 2m 
． 

第39図 SK-056号

@ 

Aーニ—^ Al.Om A' 

。
(1/3) 10cm 

。
(1/40) 2m 

第40図 SK-057号と出土遺物

~ 

Al.3m 

SK-058 
l. 黒灰色土黒灰色粘質土主体に淡黄色士が少し入る 一気に埋めたような感じ
2. 褐色土 淡黄色土（地山）主体に黒色粘質士が僅かに入る
3亭褐色土 淡黄色土（地山）主体に黒色粘質土が僅かに入る
4. 灰褐色土灰色砂質土（地山）主体に淡黄色土と黒灰色土が僅かに入る

。
(1/40) 2m 

第41図 SK-058号
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SK-058 (第41図，図版10)

SK-058号はlOB-62グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の径

は長軸1.72m,短軸0.7mから0.44mのひょうたん形で，

確認面からの掘り込みの深さは11cmから18cmである。

壁はほぽ垂直に近い形で立ち上がっており断面形は逆

台形である。単独で検出されており他の遺構との切り

合い関係はない。遺物は出土していない。

SK-068 (第42図，図版10)

SK-068号はlOB-82グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の径

は長軸0.87m,短軸0.54mの楕円形で，確認面からの

掘り込みの深さは 8cmである。 SH-066と重複し

ており 06 6より古い。遺物は土師器片11gを出土し

ているが小片で図示できる遺物はない。 SD-084

号と重複しており 08 4号より新しい。

SK-069 (第43図，図版10)

SK-069号はlOB-93グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。上端部の径

は長軸1.58m,短軸0.48mの楕円形で，確認面からの

掘り込みの深さは17cmである。断面形は逆台形である。

畝溝の可能性もあるが，畝溝よりば深い堀り方である。

遺物は土師器片23g, 須恵器120gを出土しているが

小片で図示できる遺物はない。 08 4号と重複してお

り08 4号より新しい。

SK-072 (第44図，図版10)

SK-072号はlOB-92グリッドから検出された

土坑である。南区東側調査区に位置する。開口部の径

は長軸0.68m,短軸0.58mのややゆがんだ円形で，底

面の最大径は0.42m, 確認面からの掘り込みの深さは

19cmである。断面形は逆台形で，壁は斜めに立ち上がっ

ている。遺物は土師器片16gを出土しているが小片で

図示できる遺物はない。単独で検出されており他の遺 A1.2~ や．／

Al.3m A' 

2 069 

~ 
ニー

SK-068 
I. 黒灰色土 黒灰色土主体に淡黄色土プロックが僅かに入る
2. 灰褐色土黒灰色土主体に淡黄色土が少し入る

゜
(1/40) 2m 

第42図 SK-068号

□:口④□
SK-069 
I. 黒灰色土黒灰色粘質土のみ
2. 黒灰色土 黒灰色土主体に淡黄色土・灰色砂がプロック状に入る
3. 黒灰色土 黒灰色土主体に淡黄色土が僅かに入る
＊人為的な埋め戻しと思われる。

0 (1/40) 2m 

第43図 SK-069号

e 
令ーロ〗 Al.3m A' 

三琴三
SK-072 
I. 灰褐色土 淡黄色土と黒灰色粘質土が混じる
2. 灰褐色土 黒灰色粘主体に灰色砂質土が入る
3. 灰褐色土 黒灰色土と淡黄色土と灰色砂質土がまんぺんなく混じる
4. 灰褐色土灰色砂主体
＊自然の堆積と思われる。

0 (1/40) 2m 

第44図 SK-072号
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構との切り合い関係はない。

SK-094 (第45図，図版11)

SK-094号はllB-64グリッドから検出された

土坑である。南区西側調査区最南端に位置する。上端

SK-096 
I. 灰褐色土灰色粘質土主体に淡黄

色土を少し含む
2. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰色粘

質土を含む
3. 灰色土 灰色砂主体に淡黄色土

と灰色土を少しずつ含む
✓ 

0 (1/40) 2m 

第45図 SK-094・095・096号
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部の径は長軸0.6m,短軸0.42mの不整方形と思われ，確認面からの掘り込みの深さは 6cmである。壁は

緩やかに立ち上がっている。 SK-095と一部重複しており新旧関係は 09 4 (古）→ 0 9 5→ 0 9 6 

（新）である。西側・南側は排水溝のため完掘されていない。遺物は出土していない。

SK-095 (第45図，図版11)

SK-095号はllB-64グリッドから検出された土坑である。南区西側調査区最南端に位置する。上

端部の径は0.6mの円形で，確認面からの掘り込みの深さは12cmである。南側は排水溝のため一部完掘さ

れていない。 SK-094・096と一部重複している。遺物は土師器片19gを出土しているが小片で圏

示できる遺物はない。

SK-096 (第45図，図版11)

SK-096号はllA-64グリッドから検出された土坑である。南区西側調査区最南端に位置する。上

端部の径は長軸1.06m,短軸0.9mの隅丸方形と思われる。確認面からの掘り込みの深さは10cmである。

南側は排水溝のため完掘されていない。遺物は土師器片20gを出土しているが小片で図示できる遺物はな

い。 SK-095と一部重複している。

SK-098 (第46図，図版11)

SK-098号はllA-56グリッドから検出

された土坑である。南区西側調査区に位置する。

上端部の 1辺が1.5mの方形で，確認面からの

掘り込みの深さは14cmである。壁は斜めに立ち

上がっている。断面形は椀型と思われる。遺物

は土師器片24g, 須恵器片7gを出土している

が小片で図示できる遺物はない。単独で検出さ

れており他の遺構との切り合い関係はない。

？ ~-~ 

Al.6m A' 

~ 
SK-098 
I. 茶褐色土 淡黄色土に黒灰色土がしみ込む（すき床と思われる）
2. 灰褐色土 灰色粘質土主体に黒色土・灰色砂・淡黄色士がきめ

細かく入る 自然体積
3. 淡黄褐色土 淡黄色土・灰色砂質度が多く入る 自然体積

゜
(1/40) 2m 

第46図 SK-098号
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SK-103 (第47図，図版12)

SK-103号はlOA-73グリッドから検出

された土坑である。南区西側調査区最北端に位

置する。上端部の径は長軸2.1m, 短軸0.95m

の長方形で，北側，西側は調査区外になるため

全容は不明である。確認面からの掘り込みの深

さは61cmである。断面形は逆台形になると思わ

れる。遺物は土師器片3gを出土しているが小

片で図示できる遺物はない。単独で検出されて

おり他の遺構との切り合い関係はない。

SK-112 (第48図，図版13)

SK-112号は 3A-33グリッドから検出

された土坑である。北区西側調査区に位置す

る。上端部の径は長軸0.74mの円形で，確認面

からの掘り込みの深さは68cmである。壁はほ

ぽ垂直に近い形で立ち上がっており上部が開

いている。下から湧水する。遺物は土師器片

42 gを出土しているが小片で図示できる遺物

はない。単独で検出されており他の遺構との

切り合い関係はない。

~ 
A A' 
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Al.2m A' 
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SK-103 
1. 褐色砂（緑がかる）．灰黄色土・灰色粘質土が同じ位の割合で
プロック状に入る
2. 灰黄色土主体に灰色粘質土のプロック（大）が入る
3. 灰色粘質土主体に褐色砂（緑がかる）が混じる
4. 褐色砂（緑がかる）主体に灰黄色土がプロック状に少し入る
5. 灰色粘質土主体に褐色砂（緑がかる）が少し混じる灰色粘質土は
プロック状に入る
6. 褐色砂（緑がかる）主体に灰色粘質土の大きめプロックが少し
灰黄色土の小さいプロックも所々に混じる
7. I層に同じ 下の 10層が灰色粘質土のみなので、この層の境目
から水が浸み出ている
8. 4層に近似灰黄色土のプロックが僅かに多い
9. 5層と同じ 灰色粘質土が僅かに少ない
10. 灰色粘質土のみ
11. 灰黄色土主体に灰色粘質土のプロックが僅かに入る
褐色砂（緑がかる）も僅かに混入
＊人為的な埋め戻しと思われる。全体に鉄分が縦にしみ込む。

。
(1/40) 2m 

第47図 SK-103号
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SK-1 1 2 
I. 灰褐色土灰色砂質土主体に淡黄色土粒が僅かに入る
2. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰褐色土が僅かに入る
3. 灰褐色土 灰色粘質土主体に灰色砂質土と淡黄色プロックが流れ

込むように入る
4. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰色粘質土が入る
5. 黒色土 黒色粘質土主体に淡黄色土粒が僅かに入る

内側に流れ込むよう堆積
6. 淡褐色土 淡褐色粘質土主体に黒色土が少し入る
7. 黒色土 黒色粘質土主体に淡黄色土プロックが僅かに入る
8. 灰褐色土灰色砂質土と淡黄色粘質土が互層を成している

砂質土は粒形が粗く．水が浸み出る
9. 淡褐色土 淡褐色粘質土主体に黒色土が少し入る
＊全般に鉄分が多く、覆土は自然堆積と思われる。

゜
(1/40) 2m 

第48図 SK-112号
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SK-113 (第49図，図版13)

SK-113号は3A-63グリッドから検出

された土坑である。北区西側調査区に位置す

る。上端部の径は長軸1.45m,短軸0.52mの円

形で，確認面からの掘り込みの深さは16cmで

ある。壁は斜めに立ち上がっている。遺物は

土師器片43gを出土しているが小片で図示で

きる遺物はない。単独で検出されており他の

遺構との切り合い関係はない。

SK-133 (第50図）

SK-133号は2B-63グリッドから検出

された土坑である。北区東側調査区に位置す

る。砂質土と粘質土の混じった青灰色土を掘

り抜いた遺構である。上端部の最大径lmの円

形で，底面の最大径は0.54m,確認面からの掘

り込みの深さは26cmである。壁は緩やかに立

ち上がっており，底面は平坦である。覆土は

黒灰色土である。単独で検出されており他の

遺構との切り合い関係はない。遺物は出土し

ていない。

t) 
A 

Al.3m A' 
•一 5 5 —• 
—----------~! こ 1==

4 

SK-113 
1. 黒灰色土黒灰色砂質土のみ
2. 淡褐色土 灰色粘質土主体に淡黄色土プロック入る
3. 灰褐色土 灰色砂質土主体に淡黄色土粒が斑に入る
4. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰色粘質土が少し入る
5. 淡褐色土 淡黄色土主体に灰色粘質土が僅かに入る
＊自然堆積。

゜
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SK-154 (第51図，図版17・21)

SK-154号はllA-59・69グリッドから

検出された土坑である。南区中央調査区最南

端に位置する。検出部分が少ないため全体形

は不明である。上端部の径は 1mで確認面か

らの掘り込みの深さは70cmである。壁はかな

り斜めに立ち上がっている。底部及び壁面は

地山の淡黄色粘土層であり，覆土上・中層か

ら，奈良• 平安時代の土器片を出土した。図

示した遺物を含め土師器片285g, 須恵器片35

g, 礫4g' 軽石2gを出土している。単独で

検出されており他の遺構との切り合いはない。

遺物 1は土師器の杯である。胎土に細砂粒，

褐色粒，雲母を含み，にぶい黄橙色から橙色

で焼成は良好である。下部をヘラケズリして

いる。

SK-155 (第52図図版17・21)

SK-155号はllA-49グリッドから検出

された地山の淡黄色粘土層に掘り込まれた土

坑である。南区中央調査区に位置する。上端

部の径は長軸2.8m, 短軸1.42mで全体の形は

不明だが，円形の土坑と思われる。確認面か

らの掘り込みの深さは 1mである。断面は逆

台形状で上部が広がっている。壁面及び底部

は地山の粘土層を掘り込んでおり，底面は平

坦である。掘削中，底部から地下水と砂が吹

き出した。土師器片及び須恵器片が出土して

いる。また炭化物（木材）も混じっており，

少量だが焼土が検出された。本遺構は SK-

1 5 9を伴い，地下水や雨水の溜井戸と思わ

れる。図示した遺物を含め土師器片1,187g, 

須恵器片150g, 自然礫409gを出土している。

遺物 1は土師器の杯である。全体の 3/5が

遺存している。胎土に細砂粒・雲母・白色針

状物質を含み，色調はにぶい橙色で，焼成は

良好である。ロクロ成形で底部付近をヘラケ

~ 
•l:II•l:II 

に 1ョ・--

---

I IA 
哄・可一 ヽ

1 
I ， ． 

A' ,_. 

l 

Al.3m A' 

ー 7 3 ー6 2 4 5 

SK-154 (東） A-A' 
I. 暗褐色土 粘質土 鉄分の沈着あり 地山の淡黄色粘土を少量含む

小土器片・炭化物を僅かに含む しまりあり
2. 暗褐色土粘質土鉄分の沈藩あり 径1cm内外の淡黄色粘土を多く含む

小土器片・炭化物を僅かに含む しまりあり
3. 淡黄色土 暗褐色粘質土を中量含む 筋状に地山の淡黄色粘土が入って

いる
4. 暗褐色土粘質土 淡黄色粘土を少量含む
5. 暗褐色土 粘質土 4層よりも色目は濃くなる

地山の粘土がプロック状に入り込む
6. 暗褐色土粘質土 淡黄色粘土が中量含まれる
1. 淡黄色土 暗褐色土を混在する層

SK-154 (南） B-B' 
I. 暗褐色土 粘質土 鉄分の沈着が僅かに見られる 淡黄色粘土の入り込みは微量

炭化物を僅かに含む しまりあり
2. 暗褐色土鉄分の沈着あり 淡黄色粘土が微量含まれる 粘質土 しまりあり
3. 暗褐色土 鉄分の沈着あり 淡黄色粘土を少量含む粘質土 炭化物を僅かに含む

しまりあり
4. 暗褐色土粘質土淡黄色粘土を少量含む鉄分の沈着あり 炭化物を僅かに含む

しまりあり（（東）の 4層と同じ）
5. 暗褐色土 粘質土 4層よりも色相は濃くなる 地山の淡黄色粘土がプロック状に入る

しまりあり（（東）の 5層と同じ）
6. 淡黄色土 暗褐色粘質土を少量含む 地山の淡黄色粘土が多く入り込む
1. 淡黄色土 暗褐色粘質土を少量含む

地山の淡黄色粘土が6層よりも多くプロック状に入る

゜
(1/40) 2m 

二
0 (1/3) 10cm 

第51図 SK-154号と出土遺物
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ズリしている。 2は土師器の杯である。胎土に

細砂粒・雲母・褐色粒を含み，色調はにぶい橙

色で焼成は良好である。 3は土師器の杯である。

胎土に砂粒・褐色粒・白色針状物質を含む。色

調は橙色，焼成は良好である。

SK-156 (第53図）

SK-156号はllA-39グリッドから検出

された土坑と思われる。南区中央調査区に位置

する。検出された上端部は長軸 1m, 短軸0.9

mの楕円形で，確認面からの掘り込みの深さは

19cmである。東側が調査区外となるため全掘さ

れていない。底面にピット状の掘り込みが見ら

れる。壁の立ち上がりは緩やかである。土坑状

のものだが，底部は平坦ではなく，複雑な掘り

込みも見られ，形状把握は難しい。遺物は土師

器片25gを出土しているが小片で図示できる

物はない。単独で検出されており他の遺構との

切り合いはない。

SK-157 (第54図）

SK-157号はllA-29グリッドから検出

された土坑である。南区中央調査区に位置する。

検出された上端部の径は長軸1.26m, 短軸0.3

mだが．大部分が調査区外となり平面形は不明

である。確認面からの掘り込みの深さは24cmで

ある。覆土は暗褐色土に淡黄色の粘土が混入し

ていた。形状は播り鉢状の土坑と思われる。

側は調査区外に続く。単独で検出されており他

の遺構との切り合い関係はない。遺物は出土し

ていない。

SK-158 (第55図，図版17)

SK-158号はllA-19グリッドから検出

された土坑である。南区中央調査区に位置する。

開口部の径は長軸1.28m,短軸1.04mの円形で，

底面の直径0.93mの円形，確認面からの掘り込

~ 
3
●
 

，
 
／― 
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SK-155 
1. 粘質暗褐色土粘質の灰色土を少量含む
2. 粘質暗灰色土粘質の暗褐色土を少量含む しまりあり
3. 粘質暗褐色土 暗灰色粘質土を少量含む

土師器片．炭化物をわずかに含む
4. 粘質暗褐色土 暗灰色粘質土を少量含む

土師器片．炭化物をわずかに含む
淡黄色粘土をプロック状に少量含む

5. 粘質暗褐色土 暗灰色粘質土を少量含む
淡黄色粘土をプロック状に中量含む

6. 粘質暗褐色土 5層より色が漫い
7、粘質暗褐色土 淡黄色粘土をわずかに含む
8、淡黄色土 灰色士』暗褐色土が混入

地山の淡黄色土を多く含む

。
(1/40) 2m 

~ □□□□ 
第52図 SK-155号と出土遺物
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みの深さは26cmである。底部はほぼ平坦である。壁は

斜めに立ち上がっている。断面形は逆台形である。覆

土は鉄分の沈着のある砂質土が混じった暗褐色土であ

る。東側は一部調査区外に続く。西側はSK-161

を切って掘られている。遺物は土師器片35gを出土し

ているが小片で図示できる遺物はない。

SK-161 (第55図，図版17)

SK-161号はllA-18グリッドから検出された

土坑である。南区中央調査区に位置する。検出された

部分が少ないが上端部の径は1.35mで，平面形は円形

と思われる。底面の径は0.43m,確認面からの掘り込

みの深さは約15cmである。暗褐色粘質土を覆土として

いる。東側でSK-158に切られる。遺物は土師器

片36gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SK-159 (第56図，図版17)

SK-159号はllA-49グリッドから検出された

土坑である。南区中央調査区に位置する。 SK-155

の遺構内中央部に検出された土坑状の遺構である。上

端部の径は長軸0.96m,短軸0.75mの楕円形で，底面

は最大径0.6mの楕円形，確認面からの掘り込みの深

さは38cmである。壁は斜めに立ち上がっている。 SK-

1 5 9はSK-155の遺構内に掘られた遺構と思わ

れ，地下水及び雨水の溜井戸の可能性もある。遺物は

土師器片47g, 須恵器23g, 礫 5gを出土しているが

小片で図示できる遺物はない。

SK-160 (第57図，図版17)

SK-160号は 10 A-89・99グリッドから検出

された土坑である。南区中央調査区に位置する。上端

部の径は長軸0.84m,短軸0.76mの楕円形で，確認面

からの掘り込みの深さは11cmである。覆土は暗褐色土

である。底部は西側がやや深くなっている。東側は調

査区外に続く。単独で検出されており他の遺構との切

り合い関係はない。遺物は出土していない。

@~ ミ口

゜
(1/40) 2m 

第54図 SK-157号

位主m -~-ー::
SK-158 
1. 灰色粘質土鉄分の沈着あり 淡黄色粘士を徴かに含む しまりあり
2. 灰色粘質土鉄分の沈着が増す 淡黄色粘士を徴かに含む しまりあり
3. 灰色粘質土 鉄分の沈着は 2層と同程度 淡黄色粘士がプロック状に少量

しまりあり
4黄灰色粘質土 鉄分の沈着は 2層と同程度 淡黄色粘土が多く含まれる

しまりあり

゜
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第56図 SK-159号

Al.3m A' ． ．  
~ 巨こ戸

SK-160 
1. 暗灰色土粘質土暗オリープ灰色土

がプロック状に混入 しま

りあり
2. 暗褐色土粘質土淡黄色粘土が径 1

cm内外の大きさのプロック
状に混入 しまりあり

゜
(1/40) 2m 

第57図 SK-160号

-38-



4 溝状遺構

SD-001 (第58図，図版5)

SD-001号は4A-93グリッドから 5A-04グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区西

側調査区に位置する。溝の向きはほぼ西北西から東南東方向である。検出長4m, 幅0.8m,確認面から

の掘り込みの深さは4cmから11cm程度である。断面形は逆台形で，底面は平坦である。 SD-004号，

SI-005号， SE-007号と重複しており 00 5号より新しく 00 4 

は土師器片709g, 礫43gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-004 (第58図）

0 0 7号より古い。遺物

SD-004号は 5A-06グリッドから 5A-83グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区西

側調査区に位置する。溝の向きはほぽ北北東から南南西方向である。検出長19m, 幅2.6m,確認面から

の掘り込みの深さは63cm程度である。断面形に掘り直しの段が見られる。北端で東南東方向 に曲がっ

ている。その先は調査区外に延びる。南南西端も調査区外に延びる。 00 8と00 4の新旧関係は平面的

には捉えられなかったが， 0 0 8が古く次に 00 4が掘られ，もう一度00 8を掘り直したように思われ

る。図示した遺物を含め土師器片1,890gを出土している。

遺物 1は土師器の杯の口縁部である。口径の 1/4ほどが遺存している。復元口径12.2cmである。砂粒，

褐色粒，雲母，白色針状物質を含み，にぶい黄橙色をしている。焼成は良好である。 2は砥石である。

SD-008 (第58・59図，図版6・19)

SD-008号は 5A-23グリッドから 5A-34グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区西

側調査区に位置する。溝の向きはほぽ西北西から東南束方向に延び， SD-004と重複し直角に曲がっ

て南南西方向に延びている。新旧関係はSD-008が古く，次にSD-004が掘られもう一度00 8 

を掘り直している。検出長12m,幅2.5m,確認面からの掘り込みの深さは55cm程度で，断面形は逆台形

である。図示した遺物を含め土師器片6,350g, 須恵器片978g, 自然礫370gを出土している。

遺物 1は滑石製の管玉である。穴は貰通していない。 2から 8は土師器の杯である。 2は全体の 2/3

が遺存しており，底部は遺存している。底部に回転糸切り痕を残す。内外ともに摩滅しており調整は不鮮

明である。胎土に砂粒・褐色粒を含み，色調はにぶい黄橙色から橙色で，焼成は良好である。 3はロクロ

成形でほぼ遺存している。底部に回転糸切り痕を残し，胎土に砂粒，褐色粒を含み，色調はにぶい黄橙色

から橙色で内面に池煙痕がある。 4はロクロ成形でほぽ遺存している。底部は回転糸切り後ヘラケズリ調

整している。 5はほぽ遺存している。ロクロ成形で，底部に回転糸切り痕を残す。胎土に細砂粒を含み，

色調は橙色，焼成は良好である。 6はほぽ遺存している。ロクロ成形で胎土に砂粒，褐色粒を含み色調は

外面はにぶい黄橙色から橙色，内面は橙色からにぶい黄橙色であり焼成は良好である。 7はほぽ遺存して

いる。ロクロ成形で，底部は回転糸切り後ヘラケズリしている。胎土に砂粒，褐色粒を含み，色調はにぶ

い橙色で焼成は良好である。 8は全体の 1/3が遺存している。胎土に細砂粒を含み，色調はにぶい黄橙

色から橙色で，焼成は良好である。 9,10は大型の環状土錘である。
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Bl.5m 

A上4m 004 ----'が

戸
B' 

~ 三
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004 

雪
SD-004 
I. 黒灰色土 やや砂質の灰褐色土と黒色土が混じる
2. 暗青灰色土 しまりのある粘質土を主体にする
3. 暗褐色土 シルトの小プロックを含む
4. 黄褐色土 シルト状の黄色土を主体にする

Al.4m 
008 

A' 

｀ SD-008 
I. 暗褐色土 しまりのある粘質土に黄色土が混ざる
2. 暗青灰色土 しまりのある粘質土
3. 暗黄褐色土 シルト状の黄色土を主体とする
4. 暗青灰色土 しまりのある粘質土に小黄色土プロックを含む
5. 暗褐色土 粘質の黄色土のプロックを主体にする

-DO[ 
0 (1/3) 10cm 

0 (1/80) 4m 

第58図 SD-001・004・008号と004号出土遺物
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SD-033A(第60図，図版8)

SD-033A号はlOB-52グリッドからllB-62グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区東

側調査区に位置する。溝の向きはほぽ南北方向である。検出長33m,幅0.9m,確認面からの掘り込みの

深さは65cm程度である。 SD-033Bに切られている。 SD-033AはSD-033Bを埋め戻し，

掘り直している。断面観察によると 03 3 B→ 0 3 5→ 0 3 4→ 033Aの順に掘られている。南半部の

約lOmの範囲で段を有している。遺物は土師器片603g, 須恵器393gを出土しているが小片で図示できる

遺物はない。

SD-033B (第60図，図版8)

SD-033B号はlOB-62グリッドからlOB-92グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区東

側調査区に位置する。溝の向きはほぽ南北方向である。検出長30.5m,幅0.75m,確認面からの掘り込み

の深さは30cm程度である。 SD-033Aを切って掘られている。調査区南端で複雑に交わっている。断

面観察によると 03 3 Bが一番古い。

SD-034 (第60図，図版8)

SD-034号は 11 B-33グリッドからllB-52グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区東

側調査区に位置する。溝の向きはわずかに曲線を描きながらほぽ北北東から南南西方向である。検出長

4.2m, 幅0.68m,確認面からの掘り込みの深さは12cmから20cm程度である。南南西方向に深くなってい

る。調査区南端で複雑に交わっている。南側のSD-035を切って掘られている。西側で 03 3 A, 

0 3 3 Bに切られている。調査区外に延びる可能性がある。 SD-034とSD-035との新旧関係は

0 3 5 (古）→0 3 4 (新）である。遺物は土師器片185g, 礫183gを出土しているが小片で図示できる

遺物はない。

SD-035 (第60図，図版8)

SD-035号はllB-52グリッドからllB-53グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区東側

調査区に位置する。溝の向きはほぽ北北東から南南西方向である。検出長3.3m,幅0.8m,確認面からの

掘り込みの深さは10cmから12cm程度である。 SD-034によって壊されているため実際の幅はもっと広

かったと思われる。南南西方向に深くなっている。西側で033A, 033Bに切られている。調査区外

に延びる可能性がある。調査区南端で複雑に交わっている。遺物は図示した遺物を含め土師器片65g, 須

恵器65gを出土している。

遺物 1は須恵器の長頸壺の底部である。底部の 1/4ほどが遺存している。胎土に微細砂粒を含み，色

調は灰色で焼成は良好である。

SD-036 (第60図，図版8)

SD-036号は11B-13グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ北西から南東方向である。検出長1.5m,幅0.5m,確認面からの掘り込みの深さは14cm程度で

ある。東側は調査区外に続く。西側は収束している。畑の畝溝の可能性がある。遺物は土師器片108gを
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出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-037 (第60図，図版9)

SD-037号はllB-12グリッドから11B-13グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区東側

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北西から南東方向である。検出長1.8m, 幅0.25m,確認面からの掘

り込みの深さは4cm程度で比較的浅い。西側でSK-051に切られている。 SK-051より古い。東

側は収束している。 SD-039, 040, 041と並行している。畑の畝溝の可能性がある。遺物は土

師器片8gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-038 (第60図）

SD-038号はllB-12グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ北西から南東方向である。検出長1.5m,幅0.22m,確認面からの掘り込みの深さは 7cm程度

で比較的浅い。西側でSD-033Bに切られており調査区外に続いている可能性があるが中央調査区で

は検出されていない。東側は収束している。 SD-040, 041と並行している。畑の畝溝の可能性が

ある。 03 3号と重複しており 03 3号より古い。遺物は土師器片12gを出土しているが小片で図示でき

る遺物はない。

SD-039 (第60図）

SD-039号は11B-12グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ北西から南東方向である。検出長1.3m,幅0.32m,確認面からの掘り込みの深さは 6cm程度

で比較的浅い。南側でSK-055に切られているが，さらに延長はしていない。 05 5より古い。西側

はSD-033Bに切られている。調査区外に続く可能性があるが，南区中央調査区までは延びない。畑

の畝溝の可能性がある。遺物は土師器片30gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-040 (第60図）

SD-040号はllB-22グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ北西から南東方向である。検出長1m, 幅0.22m,確認面からの掘り込みの深さは 6cm程度で

比較的浅い。西側はSD-033Bに切られている。南区中央調査区までは延びない。南東側は収束して

いる。南側にはO.lmの間隔でSD-041が並行して掘られている。畑の畝溝の可能性がある。遺物は

出土していない。

SD-041 (第60図）

SD-041号はllB-22グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ西北西方向から東南東方向である。検出長0.9m,幅0.26m,確認面からの掘り込みの深さは

7 cm程度で比較的浅い。西側にSD-033Bが存在し切られている。調査区外にも続く可能性がある。

南区中央調査区までは延びない。東南東方向は収束している。畑の畝溝の可能性がある。遺物は出土して

いない。
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SD-0 3 3 (A-A') 
I. 黒灰色土黒灰色粘質土のみ

（一気に埋められているよう）
2. 灰褐色土灰褐色粘質土に

淡黄色土プロック（径10cm弱の）
が少し混入

3. 灰褐色土鉄分の凝集痕が多い
＊人為的な埋め戻しの可能性大。
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/SD-067 、ヽl,~t; 

古0B-73 SD-033·034•035 
I. 黒灰色土 黒灰色の粘質土のみ一気に埋め戻したような堆積
2. 黒灰色土 黒灰色の粘質土のみ一気に埋め戻したような堆積
3. 灰褐色土 灰褐色粘質土主体に淡黄色土（地山）が4層よりも多

く入る 自然な堆積
4. 灰褐色土 灰褐色粘質土に淡黄色土が少し入る 自然な堆積
5. 暗黄褐色土灰褐色粘質土に淡黄褐色土が少なく入る 横縞状の

堆積が見られる 自然な堆積
6. 暗黄褐色土灰色粘質土に淡黄褐色土が少なく入る 自然な堆積
7. 暗黄色土 黒色粘質土と淡黄色土がプロック状に混じる

人為的な埋め戻しと判断できる
8. 暗黄色土 黒色粘質土と淡黄色土がプロック状に混じる

人為的な埋め戻しと判断できる

Cl.5m C' ．．  

辛

古IB-33

9
9
1
9
1
1
1
9
9
1
,
'
「

B

C

・

SD-033 (C-C') 
I. 黒灰色土 淡黄色土プロックが少し混じる埋め戻した

ような状況
2. 黒灰色土黒灰色粘質土のみ埋め戻したような状況
3. 灰褐色土 淡黄色土プロック（地山）が少ない

埋め戻したような状況
4. 灰褐色土 淡黄色土が混じる 流れ込むような堆積を見せる

自然堆積
5. 灰褐色土灰褐色土のみ埋め戻し
6. 灰褐色土淡黄色土プロックが多く入る 埋め戻し

SD-034・035 
I. 黒灰色士 淡黄褐色土（地山）が少し混じる
2. 黒灰色土 淡黄褐色土（地山）が僅かに入る
3. 灰褐色土 淡黄褐色土と灰色砂質土を少し含む
4. 灰褐色土 淡黄褐色土と灰色砂質士を少し含む
5. 黒灰色土 淡黄褐色土（地山）が少し混じる
6. 灰褐色土淡黄褐色士・灰色砂を含む 黒灰色

粘質土と共に斑状に入る
7. 灰褐色土 淡黄褐色土・灰色砂を含む
8. 灰褐色土灰色砂質土主体に黒色粘質土や淡黄

褐色士が斑に入る

゜
(1/80) 4m 

第60図

ロニ-
〇 (1/3) 10cm 

溝状遺構とSD-035号出土遺物

C' 



SD-042 (第60図）

SD-042号はllB-22グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。検出

長0.17m,幅0.3m,確認面からの掘り込みの深さは5cm程度で比較的浅い。検出された長さが短いため方

向は不明である。畑の畝溝の可能性がある。遺物は出土していない。

SD-043 (第60図）

SD-043号はllB-23グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ北西から南東方向である。検出長2m, 幅30cm,確認面からの掘り込みの深さは8cm程度で比

較的浅い。畑の畝溝の可能性がある。遺物は土師器片25gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-067 (第60図，図版10)

SD-067号はlOB-82グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぽ北東から南西方向である。両端は収束している。検出長0.9m, 幅0.15m,確認面からの掘り

込みの深さは7cm程度で比較的浅い。畝溝とは掘り込みは同じ位だが，軸も異なり，幅も狭い。遺物は出

土していない。単独で検出されており他の遺構との切り合いはない。

SD-071 (第60図，図版10)

SD-071号はlOB-93グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ東西方向である。検出長0.8m,幅0.35m,確認面からの掘り込みの深さは 8cm程度で比較的

浅い。畝溝と思われる。西側でSD-084に切られる。 08 4の西には検出されていない。東側は調査

区外に延ぴる。遺物は出土していない。

SD-073 (第60図）

SD-073号はllB-32グリッドから検出された溝状遺構である。南区東側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ東西方向である。検出長0.25m,幅0.4m,確認面からの掘り込みの深さは 8cm程度で比較的

浅い。東側でSH-049に切られている。 04 9より東では検出されていない。西側はSD-033B

に切られていて不明だが，調査区外に続いていると思われる。畑の畝溝の可能性がある。遺物は出土して

いない。

SD-084 (第60図）

SD-084号はlOB-83グリッドからlOB-93グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区東側

調査区に位置する。溝の向きはほぽ北北東から南南西方向で直線である。検出長3.35m,幅0.35m,確認

面からの掘り込みの深さは10cm程度で比較的浅い。畝溝と思われる。東側は調査区外に延びる。西側は排

水溝のため不明である。 SK-069に切られ， SD-071を切る。遺物は土師器片13gを出土してい

るが小片で図示できる遺物はない。
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SD-089 (第61図，図版11)

SD-089号はllA-65グリッドから検出され

た溝状遺構である。南区西側調査区に位置する。溝

の向きはほぼ北西から南東方向である。検出長2.6

m, 幅は一定で1.26m,確認面からの掘り込みの深

さは19cm程度である。北西側でSE-090に切ら

れる。 SE-090とSD-089は関連施設の可

能性が高く， SE-0 9 0で湧いた水を流すため掘

られたものと思われる。図示した遺物以外に土師器

片147gを出土している。遺物 1は須恵器の坪蓋で

ある。扁平なつまみを有する。

SD-093 (第61図）

SD-093号はlOA-85グリッドからllA-14グ

リッドにかけて検出された溝状遺構である。南区西

側調査区に位置する。溝の向き
はほぽ北北東から南

南西方向である。検出長6.6m,幅0.45m,確認面

からの掘り込みの深さはは2cmから11cmと浅い掘り

込みである。覆土は灰色土である。北側は下げすぎ

てしまったためか確認できなかった。東側にSD-

0 9 2が並行する。南側は収束している。単独で検

出されており他の遺構との切り合い関係はない。

物は出土していない。

SD-089 
1. 灰褐色土灰色粘質土主体に淡黄色土プロ・y

ク（大）が入る

2. 灰色土 灰色粘質土主体に淡黄色土粒や灰色砂が僅かに入る
3. 灰褐色土 1層と同質で．淡黄色士の混入は少ない
4 灰褐色土灰色・黒灰色粘質土

主体に灰色砂が内側に流れるように堆積

5: 灰色土 灰色砂主体に灰色粘質土が僅かに入る 内側に流れるように堆積
6. 灰色土 5層とよく似ている 灰色土が少し多い

廿IA沼

093 

Sッ V e v 

1. 灰色七 薄い灰色粘質±のみ
粘性がかなり強い

2. 淡黄色± 淡黄色土のみ
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第61図 SD-089・093・097号と089号出土遺物
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SD-097 (第61図，図版11)

SD-097号はllA-53グリッドから検出された溝状遺構である。南区西側調査区に位置する。溝の

向きはほぼ東西である。検出長0.5m,幅0.4m,確認面からの掘り込みの深さは10cm程度である。西側で

調査区外に続く。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係はない。遺物は出土していない。

SD-107 (第62・63図，図版12・20)

SD-107号は 2A-74グリッドから 3A-16グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区東側

調査区の中央に位置する。溝の向きは北側が南北方向に検出され，南側は北西ー南東方向である。検出長

9 m, 幅0.7mから1.1mで北側が広い。確認面からの掘り込みの深さは 8cm程度で比較的浅い。 SD-

1 0 8と重複しており 10 8より古い。南東端は調査区外に延びる。図示した遺物を含め土師器片1,780

g'礫522gを出土している。

遺物 1は土師器の甕である。口径の 1/2が遺存している。胴部は縦方向のヘラケズリ後，横方向のナ

デを施していると思われるが摩耗して不鮮明である。

SD-108 (第62・64図，図版12・20)

SD-108号は 3A-25グリッドから 3A-53グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区西側

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北東から南西方向である。検出長9m, 幅2.2m,確認面からの掘り

込みの深さは28cm程度である。北東端，南西端は調査区外に延びる。北側にテラスが張り出す。東側に溝

を掘り直した痕跡が見える。図示した遺物以外に土師器片3,575g, 自然礫2,189gを出土している。

遺物 1は土師器の高台付杯である。ほぼ遺存する。ロクロ成形で，焼成は良好である。胎土に細砂粒，

雲母，褐色粒，白色針状物質を含む。 2は土師器の甕の底部である。底部の 3/4が遺存する。 3は土師

器の高台付杯の底部である。底径の 2/3が遺存する。 4は環状土錘である。

SD-109 (第62・65図，図版13・20)

SD-109号は 3A-73グリッドから 3A-76グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区西側

調査区に位置する。溝の向きはわずかに北に膨らむ曲線を描きながらほぼ東西方向に掘られている。検出

長5.6m,幅0.8mから1.15m,確認面からの掘り込みの深さは36cmである。東に向かって浅くなっている。

東西端は調査区外に延びる。図示した遺物以外に土師器片1,875g, 須恵器35g, 自然礫1,044gを出土し

ている。単独で検出されており他の遺構との切り合いはない。

遺物 1, 2は土師器の甕の頸部から口縁部である。 1は口径の 1/5が遺存している。頸部付近に横方

向のミガキ，それより下位は斜め方向のミガキと思われる。 2は口径の 1/6が遺存している。 3は土師

器の杯の底部である。底部の 1/2が遺存している。 4は環状土錘である。

SD-119 (第62図）

SD-119号は 3A-56グリッドから検出された溝状遺構である。北区西側調査区に位置する。検出

長0.9m,幅0.6m,確認面からの掘り込みの深さは17cm程度である。検出長が短いため方向など不明な点

が多い。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係はなく，遺物は出土していない。
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SD-107 
1. 黒灰色土黒灰色粘質土のみ
2. 黒褐色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土粒が僅かに入る
3. 晟褐色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土粒が多く混入する
4. 黒褐色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土がプロック状に入る
5. 黒褐色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土がプロック状に多く入る
6. 黒褐色土黒灰色粘質土主体に淡黄色土がプロック状に入るが會 5層より少ない
＊人為的な埋め戻しと思われる。

SD-108 
l. 黒色土 黒色土のみ（泥炭のように真っ黒）
2. 灰褐色土灰色砂質土主体に灰色粘質土が少し混じる
3. 灰褐色士灰色砂質土のみ
4. 灰褐色土灰色砂質土主体に淡黄色土が少し入る
5. 灰褐色土 灰色砂質土主体に淡黄色土の小プロックが少し入る
6. 黒褐色土 黒灰色粘質土主体に淡黄色土が大きめのプロックが少し入る
1. 淡黄色土灰色砂質土と淡黄色プロックが混じる

A 1.3m 
2 

A' 
•一 6_,

三
SD-109 
l. 灰褐色土灰色砂質土のみ
2. 灰掲色土灰色砂質土主体に淡黄色士を僅かに含む
3. 灰褐色土 灰色砂質土主体に淡黄色土プロックを少し含む
4. 淡褐色土 灰色粘質土・灰色砂質士・淡黄色士粒が混じり合う
5. 灰褐色土 灰色砂質士主体に淡黄色土がプロック状に僅かに入る
6. 淡黄色土灰色粘質土と淡黄色士粒が半々位にまんべんなく混じる
＊全般に鉄分が多く、流れ込むような堆積を呈する。自然堆積と思う。

SD-119 

゜
(1/80) 4m 

第62図 SD-107・108・109・119号
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第63図 SD-107号出土遺物 第64図
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第65図 SD-109号出土遺物
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SD-122 (第66図，図版14)

SD-122号は 2A-99グリッドから 3A-09グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区中央

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北東から南西方向である。検出長2.6m,幅は上端でlm,下端で約50cm,

確認面からの掘り込みの深さは23cmから25cm程度である。地山の淡黄色粘土層を掘り込んだ溝状遺構であ

る。断面は逆台形状で隅が丸くなっている。褐灰色粘質土の覆土から遺物が出土している。遺物は土師器

片368g, 須恵器51g, 礫406gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-123 (第66図，図版15)

SD-123号は3A-29グリッドから 3A-39グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区中央

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北東から南西方向である。検出長1.6m,幅0.2m,確認面からの掘り

込みの深さは16cm程度である。西側は調査区外に続く。東側は収束している。溝内に農具痕が4か所で検

出された。農具痕の幅は10cmから20cmほどである。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係はな

い。遺物は出土していない。

SD-124 (第66図，図版15)

SD-124号は3A-39グリッドから 3A-49グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区中央

調査区に位置する。溝の向きはほぼ北東から南西方向である。検出長1.7m, 幅0.22m,確認面からの掘

り込みの深さは3cmから 5cm程度で比較的浅い。西側は調査区外に続く。東側は収束している。南東側に

SD-125, 126が並行している。遺物は土師器片6gを出土しているが小片で図示できる遺物はな

い。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係はない。

SD-125 (第66図，図版15)

SD-125号は3A-49グリッドから検出された溝状遺構である。北区中央調査区最南端に位置する。

溝の向きはほぼ北東から南西方向である。検出長1.6m,幅0.32m,確認面からの掘り込みの深さは 4cm 

から 6cm程度で比較的浅い。東側は調査区外に続く。西側は収束している。単独で検出されており他の遺

構との切り合い関係はない。遺物は土師器片38gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-126 (第66図，図版15)

SD-126号は3A-49グリッドから 3A-59グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区中央

調査区南端に位置する。溝の向きはほぼ北東から南西方向である。検出長1.5m,幅0.3m,確認面からの

掘り込みの深さは4cmから 5cm程度で比較的浅い。東側，南側は調査区外に続く。単独で検出されており

他の遺構との切り合い関係はない。遺物は土師器片35gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SD-129 (第67図，図版15)

SD-129号は2A-19グリッドから 2B-40グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区中央

調査区北端に位置する。溝の向きはほぼ北西から南東方向である。検出長3.4m, 幅は上端で1.05m下端

で0.7m,確認面からの掘り込みの深さは21cmから29cm程度である。青灰色粘質土を掘り抜いて構築され
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213-70 

A
、

SD-122 
I. 褐灰色土褐灰色土中に褐色土が少黛含まれる しまりあり
2. 褐灰色土褐灰色土中に地山の淡黄色粘士が微量混じる しまりあり
3. 褐灰色土褐灰色士中に地山の淡黄色粘土が中量混じる しまりあり

゜
(1/80) 4m 

゜
(1/80) 4m 

第67図 SD-129号

十'3B—汲

124 125 126 

SD-124・I 25・126 
l. 暗褐色土暗褐灰色土中に地山の淡黄色粘土を小量含む しまりあり

。
(1/40) 2m 

。
(1/80) 4m 

第66図 SD-122・123・124・125・126号
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ている。底部は青灰色砂質土で，断面は逆台形状である。覆土は灰色粘質土である。単独で検出されてお

り他の遺構との切り合い関係はない。遺物は出土していない。

SD-136 (第68図）

SD-136号は 2B-32グリッドから 2B-63グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区東側

調査区に位置する。溝の向きはほぽ北北西から南南東方向で道状に淡黄色粘質土が検出された。検出長

7.5m, 幅1.45mである。東側の断面によれば確認面からの掘り込みの深さは10cm程度と思われる。東側

1.5mの地点にSD-136が並行して検出された。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係は

ない。遺物は出土していない。

SD-137 (第68図，図版16)

SD-137号は 2B-22グリッドから 2B-43グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北区東側

調査区最北端に位置する。溝の向きはほぽ北北西から南南東方向でほぽ直線である。検出長4.5m, 幅は

ほぽ一定で0.94m,確認面からの掘り込みの深さは6cmから10cm程度で比較的浅い。青灰色粘質土（砂質

土を含む）を掘り込んだ溝状遺構である。覆土は灰色粘質土で貝片を含む。覆土ははがれやすく，溝の形

状に沿って簡単にはがれた。北側，東側は調査区外に続く。単独で検出されており他の遺構との切り合い

関係はない。遺物は出土していない。

SD-150 (第69図，図版16)

SD-150号は 5A-09グリッドから検出された溝状遺構である。中央区中央調査区に位置する。溝

の向きはほぼ西北西から東南東方向である。検出長1.9m,幅0.5mから1.25m,確認面からの掘り込みの

深さは10cm程度である。東西両端は調査区外に延びる。遺物は土師器片13g, 礫34gを出土しているが小

片で図示できる遺物はない。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係はない。

SD-151 (第69図，図版17)

SD-151号は 5A-29グリッドから 5A-39グリッドにかけて検出された溝状遺構である。中央区中

央調査区に位置する。溝の向きはほぼ西北西から東南東方向である。検出長1.9m,幅0.8m,確認面から

の掘り込みの深さは14cm程度である。東西端は調査区外に延びる。暗オリーブ灰色土層を掘り込んだ溝で，

覆土は暗灰色粘質土である。底部は平坦で，断面は逆台形状である。遺物は土師器片87gを出土している

が小片で図示できる遺物はない。単独で検出されており他の遺構との切り合い関係はない。

SD-162 (第70図，図版17)

SD-162号はlOA-98グリッドからlOA-99グリッドにかけて検出された溝状遺構である。南区中央

調査区に位置する。溝の向きはほぼ東西方向である。検出長1.2m,幅0.3m,確認面からの掘り込みの深

さは13cm程度である。暗褐色土を覆土とし，暗オリーブ灰色土を掘り込んでいる。西側は調査区外に続く。

東側は収束している。底部はやや凹凸があるが，おおむね平坦である。単独で検出されており他の遺構と

の切り合い関係はない。遺物は出土していない。
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SD-150 
1. 暗灰色粘質土 プロック状に暗オリープ砂質土が微かに含まれる
2. 暗灰色粘質土 プロック状に暗オリープ砂質土が多く含まれる

ヽヽ

SD-151 
1. 暗灰色土粘質土暗オリープ砂質土を少量含む しまりあり
2. 暗灰色土粘質土暗オリープ砂質土がプロック状に含まれる しまりあり

。
(1/80) 4m 

第68圏 SD-136・137号

。
(1/80) 4m 

第69図 SD-150・151号
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第70図 SD-162号

SD-162 
1. 暗灰色土粘質土暗オリープ灰色土を僅かに含む しまりあり
2. 暗灰色土粘質土暗オリープ灰色土を多く含む しまりあり
3. 暗灰色土粘質土暗オリープ灰色土を中量含む しまりあり

2m 

4m 
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5 水田・畑跡

水田跡① （第71図）

水田跡①号は2A-13グリッドから 2A-65グリッドにかけて検出された。北区西側調査区北側に位置す

る。南北10m,

水田区画D

9mの範囲にD,E, F, Gの4区画で構成される。

北，西側が調査区外のため全体規模は不明である。検出された水田面は南北4m, 

水田区画E

lmである。

西側が調査区外のため全体の規模は不明である。検出された水田面は南北4.5m,東西1.lmである。

水田区画F

北側が調査区外となるため全体の規模は不明である。検出された水田面は南北3.7m,東西5.3mである。

SD-105と重複している。新旧関係は不明である。

水田区画G

東側が調査区外となるため全体の規模は不明である。検出された水田面は南北5.8m,東西5.6mである。

SD-105・106と重複している。新旧関係は確定できなかった。唐スキ痕A,B, Cと重複してい

る。新旧関係は不明である。

水田跡③ （第71図）

水田跡③は2A-14グリッドから 2A-86グリッドにかけて検出された。北区西側調査区北側に位置する。

西側，東側が調査区外となるため全体の規模は不明である。並行する 3条の唐スキ痕と思われる溝を伴っ

ている。検出された水田面の規模は南北13.2m,東西6.8mである。 SD-106と重複している。

キ痕A

緩やかなカーブを描き長さ6.2m,幅20cmから30cm,深さは10cmである。南西にBが存在する。

唐スキ痕B

緩やかなカープを描き長さ 4m, 幅20cmから50cm,深さは10cmである。南西にCが存在する。

キ痕C

半円形で長さ9.8m,幅20cm, コーナ一部で最大幅70cm,深さは10cmである。

SD-120 (第71図）

SD-120号は2A-73グリッドから 3A-14グリッドにかけて検出された畝溝群である。北区西側調

査区中央付近に位置する。各畝溝の規模は次の通りである。断面形は椀形で，覆土はいずれも地山の淡黄

色土や灰色砂がまだらに入る黒灰色粘質土である。

畝溝①

検出長0.7m,幅33cmで，方向は北東ー南西である。北側に続いていたと思われるが水田跡に壊されて

おり不明である。

畝溝②

検出長2.3m,幅32cm,深さは10cmであり，方向はほぼ北東ー南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。

54 



-55-



畝溝③

検出長2.8m,幅40cm,深さは 8cmであり，方向はほぼ北東ー南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。一部SE-111に切られている。

畝溝④

検出長2.2m,幅35cm,深さは 7cmであり，方向はほぼ北東＿南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。また，北東側は畝溝⑩に切られている。

畝溝⑤

検出長1.7m,幅25cm,深さは 6cmであり，方向はほぼ北東ー南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。また，北東側は畝溝⑪に切られている。

畝溝⑥

検出長3.0m,幅40cm,深さは10cmであり，方向はほぼ北東ー南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。また，北東側は畝溝⑬に切られている。

畝溝⑦

検出長1.9m,幅44cm,方向はほぼ北東ー南西である。

畝溝⑧

検出長0.3m,幅20cm,深さは 8cmであり，方向はほぼ北東ー南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。

畝溝⑨

検出長1.5m,幅30cm,深さは 8cmであり，方向はほぼ北東ー南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。

畝溝⑩

検出長2.4m,幅38cm,方向はほぼ北東ー南西である。北東側に続いていたと思われるがSD-107

に切られ不明である。一部SE-111に切られている。

畝溝⑪

検出長1.6m,幅35cm,方向はほぼ北東ー南西である。北東側に続いていたと思われるがSD-107

に切られ不明である。

畝溝⑫

検出長1.65m,幅25cm,方向はほぼ北東ー南西である。北東側に続いていたと思われるがSD-107

に切られ不明である。

畝溝⑬

検出長3.9m,幅35cm,方向はほぼ北東ー南西である。一部SD-107に切られている。

畝溝⑭

検出長3.0m,幅40cm,方向はほぼ北東ー南西である。一部SD-107に切られている。

畝溝⑮

検出長4.lm,幅37cm,深さは 7cmであり，方向はほぽ北東ー南西である。西側に続いていたと思われ

るが調査区外となるため不明である。
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唐スキ痕D

検出長1.9m,幅30cm,方向はほぽ北東ー南西である。一部SD-107に切られている。

唐スキ痕E

検出長1.85m,幅30cm,方向はほぽ北東一南西である。北東側に続いていたと思われるがSD-107

に切られ不明である。

唐スキ痕F

検出長2.lm,幅20cm,方向はほぽ北東一南西である。北東側に続いていたと思われるがSD-107

に切られ調査区外となるため不明である。

SD-121 (第72図，図版13)

SD-121号は3A-83グリッドから 4A-05グリッドにかけて検出された6条の畝溝群である。

北区西側調査区南側に位置する。

畝溝①

検出長1.9m,幅20cm,方向は北西ー南東である。北西側，南東側に続いていたと思われるが調査区外

となるため不明である。

畝溝②

検出長1.0m,幅20cm,方向は北西ー南東である。北西側，南東側に続いていたと思われるが調査区外

およびSD-109に切られ不明である。

畝溝③

検出長3.0m,幅32cm,方向は北東ー南西である。北東側に続いていたと思われるが調査区外となるた

め不明である。

畝溝④

検出長1.0m,幅25cm,方向は北東ー南西である。南西側に続いていたと思われるが排水穴掘削のため

不明である。

畝溝⑤

検出長0.7m,幅22cm,方向は北東ー南西である。南西側に続いていたと思われるが排水穴掘削のため

不明である。

畝溝⑥

検出長1.5m,幅27cm,方向は北東ー南西である。北東側，南西側に続いていたと思われるが調査区外

および排水穴掘削のため不明である。
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水田跡①③ 畑跡② SD-120・121号
1. 灰褐色土 青灰色黄味の灰色粘質土に鉄分が多くしみ込む

下の層との間が不整合面をなし．水田跡③の耕作土と
思われる

2. 青灰色土 青灰色粘質土主体に地山の淡黄色土が混じる
水田③のすき床に入れた土か北区の低い部分一面に
入る

3. 暗褐色土盛土と思われるが．土師器片が所々に入っている
4. 暗褐色土 暗褐色土主体に地山の淡黄色土や灰色砂を巻き上げて

斑に入る 耕地跡②のすきの痕跡と思われる
5. 黒灰色土 黒灰色粘質土主体に地山の淡黄色土や灰色砂がまだら

に入る SD-120の畝溝である
6. 黒灰色土 黒色粘質土主体に地山の淡黄色土や灰色砂を巻き上げ

プロック状に入る水田跡①に見えるからすき痕A-C
である

7. 黒灰色土 6層と近似水田跡①のすき痕か？
8. 黒褐色土 3層とは異なる層である 生きている層か判断が難し,, 鵬畝溝

SD-121) 

゜
(1/80) 4m 

゜
(1/100) 5m 

第72図 SD-121号
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6 柱穴群

概要

柱穴（ピット）は合計85基検出された。遺構番号は平成11年度は，番号の前にPを付し，平成12・14年度

は番号の前にSHの略号を付している。発掘調査時の遺構略号及び番号をそのまま使用した。いずれの柱

穴も単独で検出さており掘立柱建物を組めるものは 1軒のみであった。

中央区西側調査区柱穴群（第73図，図版5)

P-005 

P-005号は 5A-13グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径60cm,底部最大径28cm,確認面からの掘り込みの深さは20cmである。 SK-003に切られている。

P-009 

P-009号は 5A-55グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径15cm,底部最大径8cm, 確認面からの掘り込みの深さは11cmである。遺物は出土していない。

P-0 1 0 

P-0 1 0号は 5A-56グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径20cm,底部最大径10cm,確認面からの掘り込みの深さは 9cmである。遺物は出土していない。

P-0 1 1 

P-0 1 1号は 5A-56グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径28cm,底部最大径12cm,確認面からの掘り込みの深さは16cmである。遺物は出土していない。

P-0 1 2 

P-0 1 2号は 5A-54・64グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端

部最大径30cm,底部最大径24cm,確認面からの掘り込みの深さは 5cmである。遺物は出土していない。

P-0 1 3 

P-0 1 3号は 5A-55グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径25cm,底部最大径16cm,確認面からの掘り込みの深さは38cmである。遺物は出土していない。

P-0 1 5 

P-0 1 5号は 5A-65グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径33cm,底部最大径22cm,確認面からの掘り込みの深さは 7cmである。遺物は出土していない。

P-0 1 6 

P-0 1 6号は 5A-66グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径28cm,底部最大径16cm,確認面からの掘り込みの深さは15cmである。遺物は土師器片4gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

P-0 1 7 

P-0 1 7号は 5A-65グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最

大径25cm,底部最大径10cm,確認面からの掘り込みの深さは20cmである。遺物は土師器片40gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

P-0 1 8 

P-018号は 5A-65グリッドから検出された柱穴である。中央区西側調査区に位置する。上端部最
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大径28cm,底部最大径8cm, 確認面

からの掘り込みの深さは38cmである。

遺物は出土していない。

P-0 1 9 

p-0 1 9号は 5A-66グリッド

から検出された柱穴である。中央区

西側調査区に位置する。上端部最大

径32cm,底部最大径13cm,確認面か

らの掘り込みの深さは40cmである。

遺物は出土していない。

P-020 

P-020号は 5A-66グリッド

から検出された柱穴である。中央区

西側調査区に位置する。上端部最大

径36cm,底部最大径26cm,確認面か

らの掘り込みの深さは30cmである。

遺物は土師器片16gを出土している

が小片で図示できる遺物はない。

P-0 2 1 

P-021号は 5A-85グリッド

から検出された柱穴である。中央区

西側調査区に位置する。上端部最大

径24cm,底部最大径14cm,確認面か

らの深さは20cmである。遺物は

していない。

P-022 

P-022号は 5A-86グリッド

から検出された柱穴である。中央区

西側調杏区に位置する。上端部最大

径34cm,底部最大径18cm,確認面か

らの深さは46cmである。遺物は土師

器20gを出土しているが小片で屈示

できる遺物はない。

P-023 

P-023号は 5A-64グリッド

から検出された柱穴である。中央区

西側調査区に位置する。上端部最大

R 
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゜
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第73図 中央区西側調査区柱穴群
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径27cm,底部最大径10cm,確認面からの深さは19cmである。遺物は出土していない。

中央区中央調査区柱穴群（第74図）

P-024 

P-024号は 5A-64グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。上端部最

大径40cm,底部最大径24cm,確認面からの掘り込みの深さは41cmである。遺物は土師器片20gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

P-025 

P-025号は 5A-74・84グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。上端

部最大径44cm,底部最大径26cm,確認面からの掘り込みの深さは23cmである。遺物は土師器片8g' 須恵

器片33gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SH-138 

SH-138号は 4A-79グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。上端部

最大径30cmの楕円形である。底部最大径20cm,確認面からの掘り込みの深さは 8cmである。覆土は暗灰色

で暗オリーブ灰色土が混じる。壁際の半分がやや深くなっている。遺物は出土していない。

SH-139 

SH-139号は 4A-79グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。楕円形

のピットで上端部最大径57cm,底部最大径38cm,深さは17cmである。南側がやや深い。覆土は暗灰色粘質

土である。遺物は土師器片11gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SH-140 

SH-140号は 4A-89グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。 SH-

1 4 2のピットを切っている。覆土は，暗灰色粘質土で遺物は出土していない。形状は楕円形で，上端部

最大径48cm,底部最大径20cm,確認面からの深さは36cmである。

SH-141 

SH-141号は 4A-99グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。覆土は

暗灰色粘質土である。楕円形で上端部最大径63cm,底部最大径33cm,深さは18cmである。遺物は出土して

いない。

SH-142 

SH-142号は 4A-89グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。 SH-

1 4 0に切られたピットで，覆土は暗灰色粘質土である。上端部最大径は26cm,底部最大径16cm,深さは

9 cmである。土師器片42gを出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SH-143 

SH-143号は 4A-99グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。上端部

最大径は約43cm,底部最大径30cm,深さは20cmである。覆土は暗灰色粘質土である。遺物は土師器片11g 

を出土しているが小片で図示できる遺物はない。

SH-144 

SH-144号は 4A-89・99グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。平
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面形は楕円形で，上端部最大径72cm,底部最大径48cm,深さは20cmである。遺物は土師器片96gを出土し

ているが小片で図示できる遺物はない。

SH-145 

SH-145号は 5A-09グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。覆土は

暗灰色粘質土である。平面形は楕円形で，上端部最大径27cm,底部最大径10cm,確認面からの掘り込みの

深さは25cmである。遺物は出土していない。

SH-146 

SH-146号は5A-59グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。断面形

は播り鉢に近い。平面形はほぼ円形で．上端部最大径35cm,底部最大径8CID, 確認面からの掘り込みの深

さは11cmである。暗オリーブ灰色土層を掘り込む。覆土は暗灰色粘質土である。遺物は出土していない。

SH-147 

SH-147号は5A-59グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。断面形

はほぼ円筒形で，底面は平坦である。 SH-148に切られる。最大径45cm,底部最大径37cm,確認面か

らの掘り込みの深さは10cmである。覆土は暗灰色粘質土である。遺物は出土していない。

SH-148 

SH-148号は5A-59グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。最大径

25cm, 底部最大径12cm,確認面からの深さは12cmである。断面の形状は逆台形状である。 SH-147を

切る形で検出された。覆土は暗灰色粘質土である。遺物は出土していない。

SH-149 

SH-149号は5A-39グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。 SD

1 5 1の溝状遺構を精査中に北側の壁面に暗灰色の覆土があり，掘り進めた結果，確認面より10cm下にピッ

トのプランが検出された。最大径約30cm,底部最大径13cm,深さ9cmの楕円形のビットである。遺物は出

土していない。

SH-152 

SH-152号は6A-89グリッドから検出された柱穴である。中央区中央調査区に位置する。西側壁

面に半円形で検出されたピットである。最大径は上端で48cm,底部最大径30cm,確認面からの掘り込みの

深さは18cmである。底部はほぽ平坦である。覆土は暗灰色粘質土である。遺物は出土していない。
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SH-139 
1. 暗灰色土 粘質土である暗灰色土に砂質土の暗オリープ灰色土

が多く含まれる
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2. 暗灰色土 暗オリープ灰色土を中量含む
3. 暗灰色土 暗オリープ灰色土をプロック状に少量含む

SH-148(Pll) 
I. 暗灰色土 SH-147のPI0の覆土より色は濃い

暗オリープ灰色土を微かに含む
2. 暗灰色土 1層よりも更に黒色が濃くなる
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暗オリープ砂質土がプロック状に少量含まれる
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I. 暗灰色土 暗灰色粘質土に暗オリープ灰色砂質土をプロック状

に微かに含む
2. 暗灰色土 暗灰色粘質土に暗オリープ灰色砂質土をプロック状

に中量含む
3. 暗オリープ灰色土 砂質土である暗オリープ灰色土が主体の層に

暗灰色粘質土を微かに含む

8
 

7

4

 

4

ー

l

-

6

-

H

 s
 

4

H

 

年

t

信と
.o土

布出。

Al.Om 144 A' 

Al.lm 
146 

A' 

戸

SH-146 (P9) 
I. 暗灰色土 暗オリープ灰色土を中量含む
2. 暗灰色土 暗オリープ灰色土を少量含む 0 

+1 6B--00 

SH-152 

+6B1 -10 

0 I (1/20) 50cm 

(1/80) 4m 

第74図 中央区中央調査区柱穴群
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北区西側調査区柱穴群（第75図，固版13)

S H-1 1 4 

SH-114号は2A-74グリッドから検

出された2基の柱穴である。北区西側調査区

に位置する。①上端部最大径46cm,底部最大

径30cm,確認面からの掘り込みの深さは12cm

である。②上端部最大径52cm,底部最大径38

cm, 確認面からの掘り込みの深さは8cmであ

る。遺物は出土していない。

SH-115 

SH-115号は3A-84・85グリッドか

ら検出された柱穴である。北区西側調査区に

位置する。上端部最大径32cm,底部最大径22

cm, 確認面からの深さは21cmである。遺物は

土師器片76g,須恵器片2gを出土している

が小片で図示できる遺物はない。

SH-116 

SH-116号は 3A-65グリッドから検

出された柱穴である。北区西側調査区に位置

する。 3 ピットからなる。①上端部最大

径35cm,底部最大径12cm。②上端部最大径37

cm, 底部最大径20cmである。③上端部最大径

44cm, 底部最大径24cmである。遺物は土師器

片16gを出土しているが小片で図示できる

物はない。

SH-117 

SH-117号は3A-84・85グリッドか

ら検出された柱穴である。北区西側調査区に

位置する。上端部最大径50cm,底部最大径26

cm, 確認面からの掘り込みの深さは21cmであ

る。遺物は出土していない。

SH-118 

SH-118号は2A-85グリッドから検

出された柱穴である。北区西側調査区に位置

する。上端部最大径40cm,底部最大径28cm,

確認面からの掘り込みの深さは9cmである。

遺物は出土していない。
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中央区東側調査区柱穴群（第76図，図版8)

P-0 0 1 

P-0 0 1号は 5B-53グリッドから検出された柱穴である。中央区東側調査区に位置する。上端部最

大径46cm,底部最大径20cm,確認面からの掘り込みの深さは25cmである。遺物は土師器片38gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

P-002 

P-002号は5B-43グリッドから検出された柱穴である。中央区東側調査区に位置する。上端部最

大径52cm,底部最大径38cm,確認面からの掘り込みの深さは18cmである。遺物は土師器片16gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

P-003 

P-003号は5B-33・34グリッドから検出された 2基の柱穴である。中央区東側調査区に位置する。

①は上端部最大径28cm,底部最大径24cm,確認面からの掘り込みの深さは16cmである。②は上端部最大径

20cm, 底部最大径16cm,確認面からの掘り込みの深さは16cmである。遺物は出土していない。

P-004 

P-004号は5A-23・33グリッドから検出された柱穴である。中央区東側調査区に位置する。上端

部最大径35cm,底部最大径18cm,確認面からの掘り込みの深さは25cmである。遺物は出土していない。

北区中央調査区柱穴群（第77・78図．図版16・21)

SH-131 

SH-131号は 2A-89・99グリッドで検出された柱穴である。北区中央調査区に位置する。 SD-

1 2 7を検出中に確認面より一段低い位置で，暗褐色土の覆土を持つ柱穴として検出された。当初，溝の

覆土と思われていたため断面図は作成されていない。地山の淡黄色粘土を掘り込んでいる。検出された上

端の最大径65cm,下端の径約60cm,確認面からの深さは約30cmの柱穴である。形状は上端，下端ともやや

ゆがんでいるがほぽ円形である。 SD-122とSD-127の溝を切って掘られており,SD-122・

1 2 7より新しい。図示した遺物以外に土師器片170gを出土している。

遺物 1は底面から出土した土師器の杯である。全体の2/3が遺存している。内面が丁寧に黒色処理され

ている。底部は手持ちヘラケズリしている。

南区西側調査区柱穴群（第79図，図版11)

SH-088 

SH-088号はllB-43・44グリッドから検出された5基の柱穴である。南区西側調査区に位置する。

①上端部最大径42cm,底部最大径30cm,確認面からの掘り込みの深さは28cmである。②上端部最大径52cm,

底部最大径23cm,確認面からの掘り込みの深さは6cmである。③上端部最大径33cm,底部最大径16cm,確

認面からの掘り込みの深さは15cmである。④上端部最大径28cm,底部最大径10cm,確認面からの掘り込み

の深さは15cmである。⑤は不明である。サブトレレンチ脇のピットは数回作り替えしている。遺物は出土

していない。
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SH-100 

SH-100号はllB-65グリッドから検出された 3基の柱穴である。南区西側調査区 る。①

上端部最大径36cm,底部最大径18cm,確認面からの掘り込みの深さは12cmである。②上端部最大径36cm,

底部最大径28cm,確認面からの掘り込みの深さは10cmである。③上端部最大径40cm,底部最大径28cm,確

認面からの掘り込みの深さは19cmである。遺物は土師器片15gを出土しているが小片で図示できる遺物は

ない。

SH-101 

SH-101号はllB-16グリッドから検出された柱穴である。南区西側調査区に位置する。上端部最

大径34cm,底部最大径25cm,確認面からの掘り込みの深さは13cmである。遺物は土師器片58gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

SH-102 

SH-102号はlOA-74・84グリッドから検出された柱穴である。南区西側調査区に位置する。上端

部最大径21cm,底部最大径13cm,確認面からの掘り込みの深さは17cmである。遺物は出土していない。

SH-104 

SH-104号はllA-46グリッドから検出された柱穴である。南区西側調査区に位置する。上端部最

大径48cm,底部最大径38cm,確認面からの掘り込みの深さは15cmである。遺物は土師器片7gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。
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南区東側調査区柱穴群（第80図，図版9・10)

SH-044 

SH-044号は11B-12グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径38cm,底部最大径20cm,確認面からの掘り込みの深さは18cmである。遺物は出土していない。

SH-045 

SH-045号は11B-13・23グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端

部最大径22cm,底部最大径7cm, 確認面からの掘り込みの深さは19cmである。遺物は出土していない。

SH-046 

SH-046号はllB-22・32グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端

部最大径30cm,底部最大径16cm,確認面からの掘り込みの深さは20cmである。遺物は出土していない。

SH-047 

SH-047号はllB-33グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径32cm,底部最大径10cm,確認面からの掘り込みの深さは14cmである。遺物は出土していない。

SH-048 

SH-048号はllB-33グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径32cm,底部最大径12cm,確認面からの掘り込みの深さは19cmである。遺物は出土していない。

SH-049 

SH-049号はllB-32グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径34cm,底部最大径24cm,確認面からの掘り込みの深さは24cmである。遺物は出土していない。

SH-059 

SH-059号はlOB-73グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径36cm,底部最大径24cm,確認面からの掘り込みの深さは15cmである。遺物は出土していない。

SH-060 

SH-060号はlOB-82グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径40cm,底部最大径18cm,確認面からの掘り込みの深さは21cmである。遺物は土師器片14gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

SH-061 

SH-061号はlOB-93グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径14cm,底部最大径7cm, 確認面からの掘り込みの深さは 8cmである。遺物は出土していない。

SH-062 

SH-062号はlOB-92グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径26cm,底部最大径18cm,確認面からの掘り込みの深さは 9cmである。遺物は出土していない。

SH-063 

SH-063号はlOB-92グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径32cm,底部最大径14cm,確認面からの掘り込みの深さは26cmである。遺物は出土していない。

SH-064 

SH-064号はlOB-82グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最
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大径34cm,底部最大径18cm,確認面からの掘り込みの深さは20cmである。遺物は出土していない。

SH-065 

SH-065号はlOB-82グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径42cm,底部最大径28cm,確認面からの掘り込みの深さは 8cmである。遺物は出土していない。

SH-066 

SH-066号はlOB-82グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径34cm,底部最大径21cm,確認面からの掘り込みの深さは 7cmである。遺物は出土していない。

SH-070 

SH-070号はlOB-92グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径36cm,底部最大径22cm,確認面からの掘り込みの深さは 8cmである。遺物は土師器片 2gを出土して

いるが小片で図示できる遺物はない。

SH-074 

SH-074号はllB-13グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径34cm,底部最大径22cm,確認面からの掘り込みの深さは20cmである。遺物は出土していない。

SH-075 

SH-075号はllB-22グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径30cm,底部最大径22cm,確認面からの掘り込みの深さは 7cmである。遺物は出土していない。

SH-076 

SH-076号はllB-22グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径30cm,底部最大径18cm,確認面からの掘り込みの深さは25cmである。遺物は出土していない。

SH-077 

SH-077号はllB-23グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径16cm,確認面からの掘り込みの深さは10cmである。 SK-052に切られる。遺物は出土していない。

SH-078 

SH-078号は11B-23グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径34cm,底部最大径23cm,確認面からの掘り込みの深さは 9cmである。遺物は出土していない。

SH-079 

SH-079号はllB-23グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径24cm,底部最大径14cm,確認面からの掘り込みの深さは25cmである。遺物は出土していない。

SH-080 

SH-080号はllB-23グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径30cm,底部最大径16cm,確認面からの掘り込みの深さは17cmである。遺物は出土していない。

SH-082 

SH-082号は11B-13グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最

大径18cm,底部最大径6cm, 確認面からの掘り込みの深さは 8cmである。遺物は出土していない。

SH-083 

SH-083号は11B-12グリッドから検出された柱穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最
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大径28cm,底部最大径20cm,確認面からの掘り込みの深

さは10cmである。遺物は出土していない。 <~
SH-085 

SH-085号はlOB-83グリッドから検出された柱

穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最大径28

cm, 確認面からの掘り込みの深さは 9cmである。遺物は

していない。

SH-086 

SH-086号はlOB-83グリッドから検出された柱

穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最大径21

cm, 底部最大径16cm,確認面からの掘り込みの深さは7

cmである。遺物は出土していない。

SH-087 

SH-087号はlOB-93グリッドから検出された柱

穴である。南区東側調査区に位置する。上端部最大径20

cm, 底部最大径10cm,確認面からの掘り込みの深さは8

cmである。遺物は出土していない。

048 _1' 

~ 
SH-047 断面
1. 灰褐色土 黒灰色土に淡黄色士（地山）プロックが混じる
2. 灰掲色土灰色砂質士（地山）主体に黒灰色粘質土が混じる
3. 灰褐色土灰色砂質士主体に淡黄色粘質土が僅かに入る
4. 灰褐色土 灰色砂質土（地山）と黒灰色粘質土と淡黄色土が混じる
5. 灰褐色土灰色砂質土主体に淡黄色粘質土が僅かに入る
6. 灰色士 灰色砂主体に僅かに灰色粘質土が視じる

SH-048 断面
I. 黒灰色土 黒灰色粘質土のみ 一気に埋め戻したような堆積
2'黒灰色士 淡黄プロックが僅か
3. 灰褐色土 灰色砂質土主体に淡黄色粘質土が僅かに入る
4. 灰色土灰色砂主体に僅かに灰色粘質土が混じる
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第 3節 遺構外出土遺物と出土須恵器（第81・82図，図版21・22・23)

1は5A-53グリッドから出土した土師器の甕の頸部から口縁部である。口縁の 1/4遺存している。 2

は6A-43グリッドから出土した須恵器長頚壺の頸部である。 3は5A-34グリッドから出土した須恵器大

甕の口縁部である。 4は5A-24グリッドから出土した土師器の器台である。下部に 3か所の透かし穴を

持つ。 5は5A-75グリッドから出土した土師器の高杯の脚部である。脚部に 4か所の透かし穴を持つ。

6は5A-06グリッドから出土した土玉である。 7は3B-13グリッドから出土した管状土錘である。 8は

3 B-33グリッドから出土した管状土錘である。 9から12は5A-65グリッドから出土した管状土錘である。

13, 14はW4トレンチから出土した管状土錘である。 15はW6トレンチから出土した管状土錘である。 16

は2B-72グリッドから出土した陶器の徳利である。 17から32は色調が暗橙色の外面にタタキ目を持つ須

恵器の破片である。トレンチおよびグリッドから一括遺物として取り上げられている。
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第1表 田向遺跡遺物観察表

挿図 年度 遺物番号 器種 遺存率 口径四 器高C1I1 底径C1I1 重量g 成 形・調 整 胎土 色調 焼成

16 11 003-1 杯
口径の1/4 (10.2) (3.1) 19 内面ミガキ調整 細粒砂含粒む ・褐色 鈍い黄橙色 良好弱

16 11 003-1 空- 口径の1/6 (13.8) (3.5) 25 大量粒に含の砂む粒大 鈍い黄橙色～褐 良好
灰色

58 11 004-1 杯 口径の1/4 (12.2) (4.3) (6.8) 29 
砂粒・・褐白色色粒針・ 
雲母 鈍い黄橙色 良好
状物質含む

005-5+ 外側面胴摩側胴滅中上央し半部部に斜に横め方向向のハケ目， 外 赤～鈍い橙～灰 やや13 11 甕 全体の9/10 16.8 21.9 69 1142 方のハケ目内 砂多量に含む5A-24 
ていて調整不明 褐色 甘い

13 11 005-8・5 対
全体の1/2 (10 4) 7.0 (3.6) 134 外側全体に細かなヘラ削り後ナデ調 砂粒含む

鈍い黄橙色～橙
良好弱 整 色

13 11 005-9 対 (12 0) (9 0) 2.8 184 外側全体に赤彩上，縦方向の細かいミ
ガキ．底部から にーケ所黒斑有り 細砂粒含む

灰黄黒褐色～黄灰色
～色

良好

内面ー黄橙色～
14 11 005-10 小型器台 全体の4/5 7.4 8.2 9.8 98 脚部下方に3ケ所の透かし穴 砂粒含む 黄灰色，外面一 良

橙色

全体の1/2 ヘ口（外辺ラ側部削）は横方向のナ摩デ滅，体し部に浅い
細砂粒・若干

鈍い黄橙色～灰14 11 005-12 鉢
（底部完形）

(19.7) (11.3) 6.3 699 り，底部付近 て不鮮明 の白色針状物
黄褐色

良好
質含む

14 11 005-13 杯 全体の1/4 (12.8) 4.3 40 外側 全体に摩滅して調整不明 細含砂む粒多量に 灰オリープ～灰 良
色

外側ーハケ目調整後に縦方向のミガ 頸部径10.

13 11 
005-14・ 

壺 全底部体完の形3/4 15 I 31.8 7.2 2252 キ，全体に摩滅して不鮮明な場所多 砂粒多量に含
鈍い黄橙色～橙

良好 3, 径胴(3部1. 15・16 
ぃ．黒班あり

む 色～黒褐色 :i 
005-16・ 底部完形 全体に摩滅していて調整痕不鮮明班， 

砂含粒む ・褐色粒 橙～鈍い黄橙～ 復径元(1頸2.0部) 13 11 17 空-
口縁1/3弱

(23.2) 38.9 8.4 4002 底部付近ーケ所，体部ーケ所，黒
浅黄色 良

有り

32 11 007-1 灯明皿 完存 7.8 34 4.8 82 内面全体，外側口辺部に斑に油煙痕 砂粒・雲母多
鈍い黄橙色～橙

良好量に含む 色

32 11 007-1 杯 底径の1/4 (3.5) (6.4) 15 （ロクロ） 細粒砂含粒む ・褐色 外面一一鈍鈍いい橙黄色色， 
内面

良好

59 11 008-1・5 杯
全体の2/3 (15.0) 4.9 6,6 162 底部に回転糸切り痕．内外共に摩滅 砂粒・褐色粒 鈍い黄橙色～橙 良好
（底部完形） して調整不鮮明 含む 色

59 11 008-2 杯
口縁部4/5

12.1 4.4 5.5 132 内面口縁部より体部上部にかけて油 砂多粒く ・褐色粒 鈍い黄橙色～橙 良好（全体の9/10) 煙痕有り．底部回転糸切り痕 含む 色

59 11 008-3 杯 全体の9/10 11.7 4 3 6.7 141 底部付近ヘラ削り，底部回転糸切り 砂褐粒・雲母・ 鈍橙い黄色橙色～鈍 良好
後にヘラ削り調整 色粒含む Vヽ

体部にロクロ調整．底部付近ヘラ削 砂若粒干 ・褐色粒
外色面一鈍い内黄面橙一

59 11 008-6 杯 ほぼ完存 12.4 4.4 4.8 170 
り 含む 橙色～色橙～色鈍，い黄橙 良好

59 11 008-7 杯 全体の9/10 13.9 4 I 62 147 底部回転糸切り痕（ロクロ） 細砂粒含む 橙色 良好

59 11 008-8・9 杯 全体の9/10 11.6 44 5 120 底部付近体手部持ヘラ削削り，り底部回転糸
切り後に ちヘラ

砂含粒む ・褐色粒 鈍い色橙色 良好

59 11 008-10 杯 全体の1/3 (11.0) 4.5 7.7 IOI （非ロクロ） 細砂粒含む
鈍い黄橙色～橙

良好
色

40 12 57-1 杯 底部の7/8 (2.1) 6.2 64 底部手持ちヘラ削り 細砂粒含む
灰黄色～灰黄橙

良好
色

61 12 089-2 
須恵器杯

口径の7/8 3.4 3.5 15.0 251 細含色砂粒む粒含．大む・粒雲母褐 良好蓋

砂含粒む ・褐色粒
外内面一灰褐色

26 12 105-1 甕 口径の1/4 (15.2) (5 7) 64 面一鈍い黄橙 良好
色

外面口辺部に縦方向のミガキと思わ

26 12 105-1・4 壺 口縁部の (12.2) (8.3) 235 れるが摩滅している． 口縁部整に横が方加 砂含粒む ・褐色粒 鈍い黄橙色 良好1/2強 向ぇのナデに縦方向のミガキ調
られる

26 12 105-3 高杯 全体の1/3 (7 2) 178 内外共に赤彩，脚部外面に縦方向の 砂粒含む 赤彩褐．鈍い橙色 良好
ミガキ ～灰色

外横上面半方口辺ー縦部方デ一横向と方向のヘラナデ， 胴
のヘラ削 上から 鈍い橙色～黄灰63 12 107-1・3 甕 口径の1/2 (17.6) (14.8) 1011 部向にナ 思われるがり摩の滅して 砂粒多く含む 色

良

不鮮明

64 12 108-12 高台杯 ほぽ完存 12.4 34 4.9 117 
紐褐色粒粒・雲母・
・白色 橙色～明赤褐色 良好

針状物質含む
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挿図 年度 遺物番号 器種 遺存率 口径cm 器高四 底径cm 重量g 成 形・ 調 整 胎土 色調 焼成

高台径の 細砂粒・ 雲母
外面一鈍い黄橙

64 12 108-1-1 高台杯
2/3 

(13) 6.0 38 内面ミガキ
含む

色，内面一褐灰 良好
色～鈍い黄色

内面の頸部付近横方向のミガキ，とそ
外面～一一明灰鈍赤黄い褐色黄色橙～ ， 

65 12 109-4-1 甕
口縁部口径 (17.1) (7.5) 36 れより下が明不位．鮮全は斜体明め赤方表彩面向の滅ミガキ 思 砂多粒・褐含色粒

橙色
良好の1/5 われる ． 摩 して調整 量にむ 内面

痕不鮮 に 色～橙色

65 12 109-4-2 甕
口緑部口径 (19.8) (4.0) 77 内面 口辺部横ナデ
の1/6

65 12 109-1 均 底部1/2弱 (2.0) (6.1) 41 砂粒含む
明赤褐色～鈍い

良好
橙色

21 14 130-2 壺 口緑3/4 19.6 (4 9) 296 内外全体に赤彩鮮．口辺部内外共に臨
砂粒多査に含 灰色～鈍い黄橙

良
滅して調整痕不明 む 色

21 14 130-1 嵩均 杯部 15.2 (4.3) 144 内外共に摩滅して調整痕不鮮明
砂粒多量に含

赤彩，鈍い橙色 良好む

内面ー全．ス体底ス部けに丁て一寧手いな持る黒．ち色底ヘ処部ラ理付削＇ 外面一 細砂粒・褐含色
内面ー黒色、外

78 14 131-3 均 全体の2/3 13.6 5.0 6.5 162 全体に 近ーへ
粒・雲母む

面一灰黄色～黒 良好
ラ削り． 削り 色

51 14 154-8 杯
全体の1/2 (10 6) 4 1 (7.2) 68 （非ロクロ） 細砂粒・褐含色 鈍い黄橙色～橙 良好
弱 粒・ 雲母む 色

52 14 155-2他 均 全体の3/5 (15.6) 4.7 8.2 144 全体ロクロ．底部付近ヘラ削り
鰯白色粒針・状雲物母質・

鈍い黄橙色 良好
含む

52 14 155-8 杯
全体の2/3

11.2 4.0 8.0 122 （非ロクロ）
紺・雲母・

鈍い橙色 良好底部完形 褐色粒含む

細砂粒・褐色
52 14 155-10 杯 全体の1/3 (11.4) 4.2 (7.4) 63 （非ロクロ） 粒・白色針状 橙色 良好

物質含む

遺構外出土遺物

挿図 年度 遺物番号 器種 遺存率 口径cm 器高cm 底径cm 重量g 成 形・調 整 胎土 色調 焼成

81 11 5A-24-5 器台 (6.6) (6.0) 49 
脚部下に3ケ所の透かし．全体に赤 砂粒・褐色粒

橙色～灰褐色 良好
彩 含む

81 11 5A-34-2 須恵器 口縁 130 

81 11 5A-53-1 甕 口縁1/4弱 (22.0) (9.2) 102 全内体面にほとん横ど摩ナ滅して調整不鮮明．
砂粒多量に含

明赤褐色 良好
面口辺部に デ む

全体に赤彩，脚部中央に4ケ所の透 外面一明内褐色～
81 11 5A-75-1 器台 （脚部） (5.5) I 0 76 砂粒含む 橙色． 面一鈍 良好

かし穴
い黄橙色

81 11 GA-43-2 須恵器 （口縁部） (5.7) (5.0) 32 微細砂粒含む 灰色 良好

81 
2B-72-

陶器 靡｝ 8.6 7.7 80 全釉10 

土製品

挿図 年度 遺物番号 器種 遺存率 長径cm 短径cm 最大長 重量g 成 形・調 整

59 11 008-1 環状土錘 完存 4.6 4.2 6.5 123 

59 11 008-4 環状土錘 完存 3,7 3.5 7.4 55 

25 12 091-18 環状土錘 完存 6.1 5.9 11.3 350 

26 12 105-1 環状土錘 完存 2.3 2.1 5.2 24 

26 12 105-2 環状土錘 完存 45 4.4 7.9 158 

64 12 108-11 環状土錘 2/5 3.5 5.7 38 

65 12 109-2 環状土錘 39 39 4,5 73 

27 14 127-3 土玉 1/2 37 3.3 24 穴が縦方向と横方向にあけられている

81 14 3B-13-4 環状土錘 ほぼ完存 40 38 5.7 102 

81 14 3B-33-2 環状土錘 完存 3.4 3.1 60 52 

81 11 5A---06-1 土玉 ほぼ完存 3.3 3.0 3.2 27 

81 11 5A姐—l 環状土錘 完存 3.9 3.2 5.3 66 

81 11 5A姐—2 環状土錘 完存 3.7 3.5 5.2 82 

81 11 5A姐—5 環状土錘 1/2 3.5 3.1 4,1 46 

81 11 5A涸— 環状土錘 完存 35 2.9 5.5 63 

81 11 W4-1 環状土錘 完存 1.0 1.0 4,3 4 

81 11 W4-1 環状土錘 完存 08 0.8 3,7 2 

81 11 WGT-1 環状土錘 1/2 2.2 4.6 13 

石製品

挿図 年度 遺物番号 器種 石材 重量g 長さcm 幅 cm 厚さcm 成 形・調 整

58 11 004-1 砥石
粘板岩？風

66 21 6.2 4.9 1.8 化している

14 11 005-18 磨製石斧 砂岩？ 174 49 9.43 3.34 2.88 

32 11 007-1 砥石 凝灰岩 38 95 33 3.4 2.2 

59 11 008-1 管玉 滑石？ 1.00 2 2 0.6 l 孔が貫通していないようである
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第3章まとめ

1 検出された遺構

3年次にわたり実施した発掘調査で竪穴住居跡3軒，掘立柱建物跡1基，井戸状遺構4基，土坑39基，

溝状遺構52条，水田跡 2 面，畑跡 2 か所，柱穴85基を検出し調査した。主な時代は古墳時代，奈良•平安

時代以降である。

当地域には古墳時代前期に集落が存在していたことが明らかとなった。また奈良• 平安時代以降には竪

穴住居は検出されなかったものの掘立柱建物を建て，周囲に井戸を掘り，水田や畑を営む景観が復元でき

る。

SD-030号は平面形から円墳あるいは円形周溝の可能性がある。東側が調査区外となることと確認

面からの掘り込みが浅いため断定は難しい。仮に円墳あるいは円形周溝とした場合，直径は 7m程度に復

元できる。東側の調査が実施されれば判明するであろう。もし古墳であるとすれば集落の比較的近くに墓

域も存在したことになる。 SD-029号はくの字状に屈曲して掘られており断面形が逆台形である。東

西が調査区外となっていることと，対応する辺が北側で検出されなかったが， SD-030号を切ってい

るので方形周溝状遺構の可能性がある。

出土遺物ではSI-005から磨製石斧状の石器が出土している。古墳時代前期の石器使用の資料を提

供している。またSD-008から出土した管玉は，紐通し穴が貰通していない。 SD-127から出土

した土玉は紐通し穴が十文字に開けられていた。珍しい例としてここに取り上げておきたい。

2 遺跡の立地について

田向遺跡で検出された住居跡の床面の標高は lm~2m程度で，現在の海岸線からの直線距離は約1.5

kmほどである。発掘調査における低湿地の調査は，調査区の周囲に排水用の溝を廻らし，ポンプによって

常時排水していなければ調査もままならない場合が多い。田向遺跡の調査のおいてもそうであった。さら

に遺構を検出し精査の過程では， 50cm位掘り下げると水が湧き出した遺構も多い。古墳時代から奈良• 平

安時代に小規模な海進• 海退があったと思われるが，彼らの生活は水との戦いであったことは想像に難く

ない。田向遺跡では多くの溝状遺構が検出されているがそれらは排水用の溝かと思われる。

また，海に近いという立地条件は，管状土錘が検出されることから水田や畑地の耕作と併行して海の生

活の拠点を設けていたことによるが，洪水やその他水害に見舞われることは常に覚悟していたに違いない。

最近の調査では，低湿地においても台地と同様多くの集落が営まれていたことが次々と明らかになってい

る。その具体的な内容が今後の調査においてさらに蓄積されることを期待したい。

3 SI-0 0 5号住居跡について

古墳時代の遺構は竪穴住居跡が3軒検出された。

SI-005号住居跡は，古墳時代前期に営まれていた。焼失住居であることから，使用していた土器

が良好な状況で出土した。出入口に伴う柱穴が検出されているため南東側に出入口があったことや煮炊き・

暖房用の炉が出入口から直線方向のやや奥まった位置にあったこともわかる。検出された遺物は，土師器
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10点，石器1点である。内訳は甕1点，壺2点，器台1点，小型壺（甜） 3点，鉢1点，杯2点であった。

出土位置ば炉内から甕 1点，出入口から見で炉の右奥から杯1点，小型壺1点，出入口のすぐ右側から鉢

1点，杯1点，入口入って左コーナーの貯蔵穴周辺から壺2点，器台1点，小型壺（甜） 1点，石器1点で

ある。
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図版 5
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図版7
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図版9
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図版 14
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図版 17
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図版 18
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ふりがな きさらづし たむかいいせき

書 名 木更津市田向遺跡

副 害 名 県単道路改良（幹線）委託埋蔵文化財調査報告書

巻 次

シリーズ名 財団法人千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第503集

編著者名 土屋治雄

編集機関 財団法人 千葉県文化財センター

所 在 地 〒284-0003 千葉県四街道市鹿渡809-2 TEL 043-422-8811 

発行年月日 西暦2005年 3月24日

ふりがな ふ り が な コード 経緯度
調査期間 調査面梢 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 ；迎跡番号 北緯 ：東経

た田しか向い遺いせ跡さ 千ら葉ばけ県ん木さ更さら津づ市し江えが川わ
； 

35度 ；139度206 019 19991001 ~ 2,448m' 道路建設

986ほか 24分 :55分 19991130 

20秒 18秒 20000901 ~ 1,100m' 

20001012 

20021101 ~ 1,531m' 

： 20021225 

i 

所収追跡名 種 別 主 な時代 主 な遺跡 主 な追物 特 記 事 項

田向迎跡 狼落跡 古墳時代 竪穴住居跡 3軒 土師器，須恵器，管玉， 標高 lm-2mの低地に

生産跡 土坑 11基 土玉．管状土錘 集落が営まれている。

溝状遺構 14条 磨製石斧

集落跡 奈良 • 平安 掘立柱建物跡 1基 土師器，須恵器，管状

以降 井戸状遺構 3基 土錘

土坑 29基

溝状辿構 38条

水田跡 2面

畑跡 2か所

近世 柱穴 85基 陶器
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千葉県県土整備部

千葉県千葉市中央区市場町1-1
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